
近
世
真
宗
に
お
け
る
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
の
構
造
と
展
開

小

林

准

士
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門
要
約
】
　
～
八
世
紀
半
ば
以
降
、
山
陰
地
方
の
浄
土
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
、
真
宗
門
徒
が
小
量
講
を
結
成
し
僧
侶
を
招
い
て
法
談
を
聴
聞
す
る
活
動
が
活

発
と
な
る
。
こ
の
法
談
の
場
を
通
じ
て
、
僧
侶
た
ち
は
門
徒
に
対
し
浄
土
真
宗
の
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
遵
守
す
る
よ
う
に
教
導
し
て
い
く
が
、
い
っ
ぽ

う
で
こ
の
宗
風
を
め
ぐ
っ
て
神
職
な
ど
と
の
紛
争
も
し
ば
し
ば
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
領
主
や
村
役
人
た
ち
は
、

活
発
化
す
る
民
衆
の
宗
教
活
動
の
統
制
を
図
ろ
う
と
し
た
が
、
こ
う
し
た
民
俗
の
世
界
へ
の
介
入
は
民
衆
の
信
仰
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競
合
す
る
宗
教
者

間
の
対
立
を
表
面
化
さ
せ
、
か
え
っ
て
紛
争
誘
発
の
原
因
と
も
な
っ
た
。
特
に
、
真
宗
優
勢
地
帯
に
お
い
て
専
業
の
神
職
が
多
数
の
神
祠
・
森
神
の
祭
祀

と
各
家
に
お
け
る
竃
祓
い
の
執
行
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
出
雲
国
や
石
見
国
で
は
、
そ
れ
が
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
僧
侶
と
神
職
の
争
い
と
し

て
現
象
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
六
巻
四
号
　
二
〇
㎜
三
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
か
つ
て
安
丸
良
夫
は
、
幕
藩
制
国
家
が
公
認
し
た
宗
教
活
動
以
外
の
次
元
に
お
け
る
民
衆
の
宗
教
生
活
を
「
民
俗
的
な
も
の
」
と
し
て
把
握

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
、
こ
れ
が
「
近
世
社
会
の
体
系
の
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
権
力
の
統
制
が
あ
い
ま
い
と
な
る
周
縁
的
現
実
態
を
構
成
し
て
」
い
た
と
す
る
認
識

の
枠
組
み
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
、
こ
の
周
縁
的
現
実
態
か
ら
社
会
秩
序
を
脅
か
す
動
向
の
生
ま
れ
る
脚

可
能
性
が
権
力
者
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
民
俗
的
な
も
の
を
め
ぐ
る
政
治
的
な
対
抗
軸
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
　
3
5



②
る
。　

こ
の
よ
う
な
安
丸
の
主
張
の
中
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
中
井
竹
山
や
平
田
篶
胤
の
著
作
な
ど
に
依
拠
し
近
世
社
会
に
お
け
る
異
端
の

序
列
と
い
う
観
点
が
示
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
・
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
・
秘
事
法
門
に
次
い
で
一
向
宗
（
浄
土
真
宗
）
と
日
蓮
宗
も
異
端
的
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
前
稿
で
同
宗
が
も
つ
専
修
的
性
格
や
俗

人
独
自
の
宗
教
活
動
の
存
在
に
即
し
て
異
端
性
の
統
御
と
い
う
教
学
的
課
題
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
一
方
で
同
宗
が
政
治
権
力
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

公
認
さ
れ
て
い
た
点
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
安
丸
の
立
論
で
は
、
社
会
秩
序
の
中
心
に
位
置
す
る
為
政
者
の
視
点
に

寄
り
添
っ
た
特
定
の
知
識
人
の
見
解
に
基
づ
き
図
式
と
序
列
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
浄
土
真
宗
と
日
蓮
宗
と
い
う
特
定
の
仏
教
宗
派
全
体
が

異
端
的
存
在
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
叙
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
宗
派
全
体
が
「
周
縁
」
的
で
あ
っ
た
訳
は
な
く
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
内
に
僧
侶
一
門
徒
と
い
う
非
対
称

的
な
関
係
が
あ
り
、
僧
侶
間
に
も
中
心
－
周
縁
関
係
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
民
俗
を
場
と
し
て
種
々
の
宗
教
者
集
団
・
個
人
が
相
互
に
重
な
り
合

い
、
あ
る
い
は
競
合
し
な
が
ら
関
係
し
て
い
た
と
い
う
事
態
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
俗
的
な
も
の
1
1
周
縁
的
現
実
態
を
め
ぐ
っ
て
為

政
者
と
民
衆
が
直
接
的
に
対
縛
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
小
野
将

が
言
う
よ
う
に
、
宗
教
者
と
地
域
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
、
「
『
周
縁
的
現
実
態
蜘
と
し
て
一
括
さ
れ
も
す
る
部
分
を
、
地
域
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

定
位
さ
れ
る
分
節
化
さ
れ
た
社
会
構
造
」
に
お
い
て
捉
え
る
試
み
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
た
浄
土
真
宗
の
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
が
改
め
て
注

　
　
　
⑥

目
さ
れ
る
。
前
稿
で
筆
者
は
、
中
国
地
方
西
部
に
お
け
る
真
宗
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
わ
る
史
料
を
収
集
し
、
そ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
き

た
神
札
の
納
受
と
神
棚
の
家
内
設
置
を
め
ぐ
る
紛
争
だ
け
で
な
く
、
森
神
の
祭
紀
や
竈
祓
い
の
執
行
を
め
ぐ
る
紛
争
の
事
例
も
多
く
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
内
心
に
お
け
る
神
祇
不
帰
依
を
政
治
権
力
の
意
向
に
抵
触
し
な
い
限
り
で
行
動
に
示
す
よ
う
に
指
導
す
る
と
い
う
真
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

僧
侶
ら
の
教
化
方
針
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
争
論
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
紛
争
で
は
、
地
域
に
お
け
る
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具
体
的
な
民
俗
信
仰
の
あ
り
よ
う
や
、
宗
教
的
な
秩
序
に
関
す
る
政
治
権
力
の
方
針
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
前
馬
で
は
、
①
宗
風
を
徹
底
す
る
真
宗
教
団
の
方
針
の
成
立
時
期
、
②
教
団
の
内
部
構
造
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
僧
侶
と
門
徒
と

の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
、
③
門
徒
の
信
仰
実
態
の
検
討
、
④
地
域
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
要
素
の
関
係
構
造
を
究
明
す
る
こ
と
な
ど
の
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

課
題
と
し
て
残
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
神
祇
不
帰
依
を
め
ぐ
る
紛
争
が
特
定
の
地
域
で
繰
り
返
し
起
こ
る
理
由
を
十
分
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
寄
講
を
基
盤
と
し
た
真
宗
門
徒
に
よ
る
「
神
祇
拒
否
」
と
い
う
動
向
の
存
在
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

主
張
し
た
児
玉
識
の
見
解
と
、
児
玉
が
単
な
る
「
縄
張
り
争
い
」
的
理
解
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
宗
教
者
間
の
紛
争
的
側
面
を
強
調
す
る
引

　
　
　
　
　
　
⑩

野
亨
輔
ら
の
見
解
と
が
対
立
し
た
ま
ま
併
存
し
て
い
る
研
究
状
況
は
、
い
ま
だ
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
争
論
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い
た
出
雲
国
・
石
見
国
を
研
究
の
形
象
地
域
と
し
、
真
宗
教
団
内
に
お
い
て
神
舐
不
帰
依

の
宗
風
が
徹
底
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
争
論
が
頻
発
す
る
理
由
を
探
る
た
め
に
、
地
域
社
会
に

お
け
る
宗
教
的
な
要
素
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
前
述
し
た
小
野
の
提
起
を
踏
ま
え
、
民
俗
的
な
も
の
を
め
ぐ

る
政
治
的
な
対
抗
軸
の
存
在
を
提
示
し
た
安
丸
の
視
点
を
活
か
し
つ
つ
、
引
野
が
取
り
上
げ
た
宗
教
業
間
の
関
係
と
児
玉
が
重
視
し
た
民
衆
の

動
向
と
の
関
連
性
を
把
握
し
、
対
立
す
る
見
解
が
併
存
す
る
研
究
状
況
の
克
服
を
図
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
安
丸
良
央
a
「
民
俗
の
変
容
と
葛
藤
」
（
同
『
文
明
化
の
経
験
i
近
代
転
換
　
　
i
」
（
『
歴
史
評
論
臨
五
六
四
、
｝
九
九
七
年
）
九
八
頁
を
参
照
。

　
　
期
の
日
本
一
隔
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
第
二
章
、
初
出
一
九
八
六
年
）
一
　
　
⑥
拙
稿
「
神
舐
不
拝
の
論
理
と
行
動
－
近
世
真
宗
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争

　
＝
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
（
澤
博
勝
・
高
埜
利
彦
編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会
3
　
民
衆
の
〈
知
〉
と

　
②
前
掲
注
①
安
丸
論
文
及
び
安
丸
b
『
近
代
天
皇
像
の
形
成
臨
（
岩
波
書
店
、
一
　
　
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
。
な
お
、
前
稿
を
含
め
筆
者
は
「
神
祇
不

　
　
九
九
二
年
）
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
扁
と
い
う
雷
葉
を
用
い
て
き
た
が
、
近
世
の
真
宗
教
団
が
天
神
地
紙
を
祀
る
神

　
③
繭
掲
注
②
安
丸
著
書
b
ご
死
頁
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　

社
で
の
礼
拝
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
神
舐
を
含
め
阿
弥
陀
如

　
④
拙
稿
「
神
祇
礼
拝
論
争
と
近
世
真
宗
の
異
端
性
－
讃
岐
国
に
お
け
る
了
空
と
　
　
来
以
外
の
余
仏
余
神
へ
の
帰
依
（
帰
命
）
を
否
定
す
る
教
義
を
指
し
て
門
神
祇
不

　
　
教
乗
の
論
争
の
検
討
一
」
（
『
歴
史
評
論
』
七
四
三
号
、
二
〇
＝
一
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
帰
依
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。

　
⑤
小
野
将
瞥
身
分
剃
社
会
論
と
い
う
視
角
－
近
世
日
本
史
研
究
か
ら
考
え
る
　

⑦
同
調
。
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⑧
　
同
業
。

⑨
　
児
玉
識
a
噸
近
世
真
宗
の
展
開
過
程
－
西
日
本
を
中
心
と
し
て
1
瞳
（
吉

　
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
第
四
章
、
同
b
「
『
心
寄
講
㎞
と
近
世
真
宗
の
結
集

　
機
能
f
芸
北
・
石
南
地
方
の
場
合
一
扁
（
岡
『
近
世
真
宗
と
地
域
社
会
』
法

　
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
～
九
九
〇
年
）
。

⑩
福
間
光
超
「
近
世
末
期
の
神
仏
関
係
i
浜
田
藩
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
展
開

を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
同
『
真
宗
史
の
研
究
㎞
永
田
文
昌
堂
、
～
九
九
九
年
、
初

出
一
九
六
四
年
）
。
引
野
日
量
「
近
世
真
宗
に
お
け
る
神
概
不
二
の
実
態
」
（
同

『
近
世
宗
教
世
界
に
お
け
る
普
遍
と
特
殊
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
二
〇

〇
～
年
）
を
参
照
。
後
者
に
つ
い
て
児
玉
は
、
「
近
世
真
宗
史
研
究
の
動
向
と
課

題
偏
（
前
掲
注
⑨
『
近
世
真
宗
と
地
域
社
会
㎞
）
の
中
で
批
判
的
に
雷
及
し
て
い
る
。
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1
　
宗
風
徹
底
の
過
程

（一

j
　
宗
風
徹
底
の
始
ま
り

　
①
出
雲
国
神
門
郡
渡
橋
村
忠
左
衛
門
に
よ
る
荒
神
祭
祀
拒
否
一
件

　
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
て
い
る
神
舐
不
帰
依
に
関
わ
る
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
の
内
、
最
も
早
い
事
例
は
、
出
雲
国
神
門
郡
渡
橋
村
（
松
江
藩

領
）
の
忠
左
衛
門
が
、
自
邸
内
に
あ
っ
た
荒
神
の
祭
祀
を
停
止
し
た
た
め
に
、
神
職
の
金
築
玄
蕃
と
争
論
に
な
り
、
松
江
藩
に
よ
り
郡
追
放
の

処
分
に
遭
っ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
松
江
藩
の
寺
社
奉
行
が
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
発
し
た
触
書
の
存
在
を
確
認
で

　
　
①

き
る
が
、
忠
左
衛
門
の
檀
那
寺
で
あ
っ
た
願
楽
寺
に
残
る
記
録
に
よ
り
、
詳
し
い
経
緯
が
判
明
し
た
の
で
一
部
を
左
に
掲
げ
る
。

寄
文
二
丁
巳
　
当
寺
旦
頭
分
渡
橋
村
北
村
忠
左
衛
門
歴
敷
ノ
内
二
荒
神
有
之
、
毎
年
祭
リ
来
所
、
御
法
義
二
付
祭
り
断
り
十
二
三
年
以
前
ヨ
リ
寸
志
米
差
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
モ

蓋
世
、
承
知
ニ
テ
済
来
ル
、
出
隅
近
年
右
住
吉
主
導
林
木
村
金
築
玄
蕃
蜘
ヨ
リ
毎
年
及
一
垂
間
合
｝
忠
左
衛
門
不
承
知
、
三
軸
〈
元
文
二
年
〉
十
一
月
、
弥
々
祭

器
申
ハ
御
役
所
へ
申
出
ル
ト
云
捨
ニ
シ
テ
神
門
郡
下
郡
江
申
出
故
、
下
郡
〈
矢
野
村
三
木
吉
右
衛
門
力
〉
ヨ
リ
忠
左
衛
門
祭
リ
園
田
趣
申
聞
セ
ケ
レ
ト
モ
不

潔
承
知
、
此
趣
下
郡
ヨ
リ
玄
蕃
へ
申
達
二
二
、
玄
蕃
寺
社
奉
行
所
江
願
書
掲
出
、
依
翌
年
〈
元
文
三
戊
午
〉
二
月
、
神
門
郡
長
屋
鯨
帯
左
衛
門
呼
出
糺
明
在

之
〈
郡
村
役
人
出
〉
、
忠
左
衛
門
申
訳
ハ
宗
門
二
不
忍
事
ハ
兼
テ
師
匠
寺
ヨ
リ
申
塾
生
ラ
レ
委
敷
儀
ハ
不
存
、
荒
神
祭
町
触
御
公
用
ト
申
事
モ
無
駄
、
是
迄
通

祭
リ
ノ
礼
物
ヲ
送
り
テ
自
分
ニ
テ
祭
り
ハ
止
メ
二
様
二
被
申
二
付
、
師
匠
寺
ノ
背
レ
仰
様
モ
無
様
、
十
二
三
年
以
前
ヨ
リ
二
五
、
住
再
主
モ
承
知
ニ
テ
済
来
所
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申
出
プ
レ
、
御
上
ノ
御
苦
労
奉
恐
ト
申
述
門
付
、
此
旨
郡
役
人
ヨ
リ
郡
奉
行
へ
申
出
、
美
ヨ
リ
寺
社
奉
行
取
斗
二
成
、
寺
社
役
所
ヨ
リ
両
法
頭
へ
問
合
在
之

　
　
〈
荒
神
金
離
シ
テ
神
祭
等
ハ
真
宗
ノ
宗
風
田
無
之
累
累
細
思
度
コ
ト
〉
所
返
答
甚
不
埼
二
付
忠
左
衛
門
不
届
者
二
相
成
〈
外
書
左
衛
門
屋
敷
之
内
二
古
松
有

　
念
書
帳
付
同
様
成
ヲ
自
分
二
切
取
無
念
も
有
之
由
〉
、
同
年
四
月
上
旬
飯
石
郡
へ
追
放
被
仰
付
〈
伊
田
村
へ
被
申
渡
、
此
村
二
目
右
衛
門
ト
申
者
有
之
忠
左

　
衛
門
一
類
ナ
レ
ハ
、
役
人
之
斗
也
、
則
此
右
衛
門
同
居
〉
、
家
財
等
ハ
老
母
妻
子
へ
被
遣
ト
ノ
コ
ト
、
間
道
神
祭
先
年
ノ
通
祭
リ
可
申
ト
被
申
渡
也
〈
自
荒
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
強
吟
〉
、
其
上
偉
方
ハ
国
申
へ
御
触
有
之
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
　
〉
内
は
原
史
料
で
は
割
註
）

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
聖
楽
寺
の
檀
頭
で
あ
っ
た
忠
左
衛
門
の
屋
敷
に
は
荒
神
が
あ
り
、
か
つ
て
は
毎
年
祭
っ
て
い
た
が
、
元
文
二
年
（
～
七
三

七
）
か
ら
数
え
て
＝
一
、
三
年
前
に
、
「
寸
志
米
」
を
供
出
す
る
か
わ
り
に
祭
祀
は
停
止
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
神
主
の
金

築
玄
蕃
が
祭
紀
を
強
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
忠
左
衛
門
が
承
知
し
な
か
っ
た
た
め
、
神
主
は
元
文
二
年
一
一
月
に
下
郡
（
他
領
の
大
庄
屋
に
当
た

る
）
に
説
得
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
で
も
忠
左
衛
門
は
相
変
わ
ら
ず
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
寺
社
奉
行
所
の
扱
う
訴
訟
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
右
の
史
料
か
ら
分
か
る
こ
と
は
左
記
の
諸
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
忠
左
衛
門
が
荒
神
の
祭
祀
を
停
止
し
た
の
は
、
師
匠
濁
す
な
わ
ち
願
楽
寺
か
ら
真
宗
の
宗
旨
に
合
わ
な
い
と
の
教
諭
を
受
け
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
。
併
せ
て
、
元
文
二
年
か
ら
数
え
て
～
二
、
三
年
前
の
享
保
一
〇
、
一
一
年
（
一
七
二
五
、
六
）
頃
に
は
、
真
宗
の
教

義
を
理
由
に
し
て
祭
祀
を
停
止
し
て
い
た
こ
と
。

　
第
二
に
、
忠
左
衛
門
は
、
荒
神
の
祭
祀
は
「
御
公
用
」
で
は
な
く
、
神
主
に
礼
物
（
「
寸
志
米
」
を
指
す
）
さ
え
贈
っ
て
お
け
ば
、
祭
祀
を
停

止
し
て
も
支
障
な
い
と
僧
侶
か
ら
教
諭
を
受
け
て
い
た
こ
と
。

　
第
三
に
、
松
江
藩
の
寺
社
奉
行
は
、
荒
神
の
祭
祀
等
が
宗
風
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ど
う
か
、
領
内
の
法
頭
（
藩
や
本
山
か
ら
の
通
達
を
末
寺
に

伝
え
る
三
頭
を
指
す
）
を
務
め
る
寺
院
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
忠
左
衛
門
が
郡
追
放
に
処
さ
れ
る
羽

目
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
な
お
、
こ
の
第
三
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
城
下
松
江
に
所
在
し
た
西
派
の
法
頭
で
あ
る
明
宗
寺
に
対
し
、
願
楽
寺
の
方
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
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宗
風
が
維
持
で
き
ず
に
「
御
宗
門
故
障
」
と
な
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
藩
に
触
れ
替
え
を
求
め
る
願
書
も
提
畠
さ
れ
た
が
、
皇
宗
寺
が
応
じ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
っ
た
と
い
う
事
情
も
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
願
楽
寺
と
明
宗
寺
と
の
間
で
は
、
宗
風
の
徹
底
と
領
主
へ
の
対
応
に
つ
い
て
方
針
に
相
違
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
、
五
聖
寺
は
忠
左
衛
門
の
赦
免
を
本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
か
ら
松
江
藩
に
働
き
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
周
旋
し
、
元
文
四
年
に
は
患

左
衛
門
の
帰
村
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
際
、
本
山
は
忠
左
衛
門
の
赦
免
を
要
請
し
つ
つ
も
触
れ
替
え
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
ら
、
宗
風
の
徹
底
に
固
執
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
で
は
、
願
楽
寺
と
明
宗
寺
と
の
方
針
の
相
違

も
含
め
、
教
団
と
し
て
一
致
し
た
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
裁
定
に
あ
た
っ
た
松
江
藩
は
、
恵
左
衛
門
の
供
述
と
真
宗
教
団
か
ら
得
た
照
会
の
内
容
が
齪
算
し
た
こ
と
を
理
由
に
直
ち
に
彼
を
処

罰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荒
神
の
祭
祀
は
「
御
公
用
」
で
な
い
、
あ
る
い
は
「
藩
主
（
独
力
）
身
之
荒
神
二
候
ヘ
ハ
、
祭
り
公
儀
ハ
勝
（
手
脱

力
）
次
第
」
と
の
忠
左
衛
門
の
言
い
分
も
認
め
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
右
の
史
料
中
に
、
「
忠
左
衛
門
屋
敷
之
内
二
古
松
有
之
御
帳
付
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

様
成
ヲ
自
分
二
切
取
無
念
も
有
之
由
」
と
あ
る
よ
う
に
、
樹
木
を
祀
る
荒
神
な
ど
の
森
神
で
あ
っ
て
も
藩
に
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

祭
祀
を
継
続
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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②
石
見
国
迩
摩
郡
行
恒
村
竃
祓
一
件

　
次
に
宗
風
教
導
の
開
始
期
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
事
例
と
し
て
、
石
見
国
銀
山
附
幕
領
（
以
下
、
銀
山
料
と
略
す
）
の
離
婚
村
で
起
こ
っ
た
紛

　
　
　
　
　
　
　
⑦

争
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
同
領
を
治
め
る
大
森
代
官
が
神
事
の
励
行
を
命
じ
た
こ
と
を
理
由
に
、
神
職
の

石
崎
中
務
が
真
宗
寺
院
で
あ
る
浄
賢
寺
と
真
宗
門
徒
宅
で
傘
下
を
強
行
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
争
論
で
あ
る
。
こ
の
争
論
に
関
わ
る
史
料
の

中
に
、
早
撃
村
内
の
家
々
が
い
つ
頃
か
ら
竈
祓
を
受
け
な
く
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
神
職
側
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
の
で
紹
介
す
る
。
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マ
マ
　

　
無
手
方
同
村
八
幡
宮
之
嗣
窟
石
崎
軍
務
相
答
候
者
、
養
父
相
模
迄
ハ
先
年
冷
社
役
相
勤
、
村
方
軒
別
真
庭
藩
札
守
を
張
建
幣
ヲ
来
候
処
、
四
拾
ヶ
年
程
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
相
模
致
病
死
相
続
人
無
之
、
弐
拾
三
年
以
前
、
当
中
務
相
続
い
た
し
候
二
品
、
其
砺
一
向
宗
二
て
山
守
を
墨
取
用
趣

　
右
の
史
料
は
、
天
明
四
年
（
～
七
八
四
）
八
月
頃
に
、
行
恒
村
の
真
宗
門
徒
の
檀
那
寺
惣
代
に
当
た
る
浄
賢
寺
以
下
五
ヶ
寺
、
神
職
の
石
崎

中
務
、
及
び
村
役
人
が
大
森
役
所
に
提
出
し
た
請
書
の
｝
節
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
石
崎
中
務
の
養
父
相
模
の
代
で
あ
っ
た
四
十
年
前
ご

ろ
、
す
な
わ
ち
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
は
一
軒
ご
と
に
竈
祓
い
を
執
行
し
、
そ
の
際
に
神
札
も
家
内
に
張
り
屋
敷
に
幣
も
立
て
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
中
務
が
神
職
を
継
い
だ
二
十
三
年
前
、
す
な
わ
ち
宝
暦
㎝
二
年
（
一
七
六
二
）
ご
ろ
に
は
「
一
向
宗
」
（
真
宗
）
の
家
で
は
神
聖
を
用
い
な

く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
果
た
し
て
こ
の
主
張
が
そ
の
ま
ま
事
実
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
に
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
が
、
宝
暦
年
間
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

浜
田
盤
領
の
石
見
国
那
賀
郡
長
沢
村
で
大
元
神
の
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
真
宗
寺
院
と
神
職
・
門
徒
が
争
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
真
宗
僧
侶
に
よ

る
宗
風
の
徹
底
が
一
般
化
し
始
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
問
題
は
四
十
年
前
の
一
八
世
紀
半
ば
段
階
で
は
竈
祓
い
が
軒
並
み

に
執
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
神
職
側
の
認
識
の
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
認
識
が
正
し
け
れ
ば
、
渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
の
場
合
に
は
、
す
で
に
享

保
年
間
に
宗
風
遵
守
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
、
行
恒
村
に
お
け
る
宗
風
の
徹
底
は
四
十
年
近
く
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
言
え
、
忠

左
衛
門
の
事
件
は
亡
骸
寺
の
檀
頭
と
い
う
一
個
人
が
関
わ
っ
た
事
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
明
年
三
の
僧
上
村
の
事
例
は
一
村
の
真
宗
門
徒
全

体
が
紛
争
に
関
係
し
て
お
り
、
多
少
事
情
が
違
っ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
以
上
の
点
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
真
宗
僧
侶
に
よ
る
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
の
教
導
は
、
享
保
年
間
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た

も
の
の
、
教
団
と
し
て
の
方
針
は
確
固
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
が
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
に
は
次
第
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
態

を
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
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（
二
）
　
僧
侶
に
よ
る
教
導
の
方
針
の
差
異
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す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
出
雲
国
渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
が
処
罰
さ
れ
た
事
件
で
は
、
願
楽
寺
と
明
宗
寺
と
の
問
で
宗
風
維
持
に
関
す
る
対

処
方
針
に
齪
齪
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
寺
院
僧
侶
に
よ
る
違
い
は
、
宗
風
の
徹
底
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
想
定
さ

れ
る
一
八
世
紀
半
ば
以
降
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
①
石
見
国
邑
智
郡
石
原
村
法
光
寺
に
よ
る
祈
薦
札
撤
去
一
件

　
こ
の
一
件
は
、
銀
山
料
志
学
村
の
西
教
寺
門
徒
で
あ
っ
た
千
原
村
勘
右
衛
門
の
娘
が
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
夏
ご
ろ
に
病
気
と
な
っ
た
た

め
、
千
原
村
の
高
橋
長
門
と
東
上
山
村
の
勝
部
日
向
と
い
う
二
人
の
神
職
に
祈
薦
を
頼
み
、
官
札
も
貰
い
受
け
て
家
内
に
張
っ
て
置
い
た
と
こ

ろ
、
同
家
を
「
小
功
旦
那
」
（
寺
院
が
法
話
を
つ
と
め
る
小
笹
と
い
う
集
ま
り
に
参
加
す
る
門
徒
を
指
す
）
と
す
る
石
原
村
の
青
光
寺
が
こ
れ
を
見
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

け
て
捨
て
た
こ
と
か
ら
、
神
職
二
人
と
争
論
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
同
年
秋
に
、
当
事
者
で
あ
る
法
皇
寺
達
空
が
本
山
で
あ
る
京
都
の
西
本
願
寺
に
出
向
き
指
示
を
仰
い
で
い
る
が
、
本

山
か
ら
は
「
此
義
江
戸
表
御
沙
汰
二
相
製
図
胆
管
、
双
方
多
人
数
可
及
難
渋
二
事
故
、
国
元
二
期
内
済
有
之
無
様
二
」
と
内
済
の
指
示
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
幽
光
寺
の
本
寺
で
あ
る
浄
土
寺
へ
の
書
状
に
は
、
「
此
一
件
御
楽
法
之
事
者
遵
守
可
申
楽
勿
論
之
事
二
候
へ
共
、
法
光

寺
執
仁
方
不
行
届
様
こ
も
相
聞
候
故
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
算
不
帰
依
の
宗
風
は
意
識
さ
れ
つ
つ
も
、
僧
侶
が
門
徒
宅
の
神
札
を
勝
手
に
剥
が

し
た
こ
と
は
不
穏
当
で
あ
る
と
、
本
山
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
光
寺
の
側
は
国
元
（
銀
山
料
）
で
の
大
森
町
西
性

寺
に
よ
る
仲
裁
に
も
な
か
な
か
従
わ
ず
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
月
に
な
っ
て
漸
く
内
済
が
整
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
風
を
ど
の
程
度
貫
徹
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
門
徒
の
教
導
に
当
た
る
僧
侶
と
本
山
と
の
問
で
方
針
の
異
な
る
場
合
が
あ

っ
た
。
筆
者
の
前
稿
で
は
、
家
内
で
の
神
事
や
神
札
貼
付
に
つ
い
て
の
教
団
の
方
針
は
非
妥
協
的
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
が
、
そ
の
際
に
取
り
上



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

げ
た
事
例
は
神
職
に
よ
る
竈
祓
い
の
強
行
に
反
対
す
る
か
、
神
棚
設
置
を
命
ず
る
触
書
の
撤
回
を
求
め
た
場
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一

件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
僧
侶
が
門
徒
に
ま
で
一
律
に
「
宗
法
」
を
強
制
す
る
仕
方
に
つ
い
て
は
、
本
山
は
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
一
件
と
同
様
の
事
件
と
し
て
は
、
門
徒
の
「
水
神
・
地
主
神
」
祭
祀
へ
の
参
加
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
石
見
国
国
分
村
金

蔵
寺
と
上
裳
村
覚
永
寺
に
対
し
本
山
が
妥
協
を
命
じ
た
例
（
寛
政
五
年
）
や
、
出
雲
国
神
門
郡
山
口
村
で
日
待
ち
神
事
に
参
加
し
た
門
徒
の
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

判
（
宗
門
入
用
改
め
の
際
に
押
判
ず
る
こ
と
）
を
停
止
し
よ
う
と
し
た
僧
侶
が
処
罰
さ
れ
た
例
（
安
政
五
年
）
な
ど
が
あ
り
、
一
八
世
紀
半
ば
以
降

に
な
る
と
、
本
山
が
示
す
方
針
よ
り
も
徹
底
し
て
門
徒
に
宗
風
を
遵
守
さ
せ
よ
う
と
し
た
僧
侶
の
存
在
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

近世真宗における神祇不帰依の宗風をめぐる争論の構造と農開（小林）

　
②
出
雲
国
飯
石
郡
西
蓮
坊
に
よ
る
宗
風
違
反
看
過
｝
件

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
宗
風
の
教
導
を
怠
り
制
裁
を
受
け
た
僧
侶
の
事
例
も
存
在
す
る
。

　
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
、
飯
石
郡
南
部
の
広
瀬
藩
領
（
以
下
、
本
稿
で
は
奥
飯
石
と
略
称
す
る
）
に
あ
る
頓
原
町
の
一
念
寺
は
、
小
三
郎
と
い
う

鍛
冶
職
人
が
同
町
に
引
っ
越
す
に
あ
た
り
、
彼
が
同
町
で
鍛
冶
職
が
で
き
る
よ
う
に
斡
旋
し
、
そ
の
上
で
同
人
と
檀
那
契
約
す
る
積
も
り
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
小
三
郎
が
同
郡
下
来
島
村
の
西
落
盤
と
檀
那
契
約
す
る
と
い
う
話
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
き
付
け
た
の
で
、
一
念
寺
は
こ

の
こ
と
を
彼
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
小
三
郎
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

　
西
蓮
坊
様
よ
り
、
拙
寺
旦
家
之
内
保
賀
新
右
衛
門
と
申
者
鍛
冶
職
之
者
跡
目
断
絶
憎
憎
、
当
時
拙
寺
冷
（
引
受
）
家
屋
敷
水
界
等
世
話
い
た
し
居
候
、
拙
寺

　
旦
那
二
相
成
候
得
者
、
（
金
屋
子
神
童
添
）
鍛
冶
職
ヲ
譲
り
（
其
証
拠
二
金
屋
子
神
を
相
応
し
溢
泌
よ
し
）
売
買
為
致
候
由
御
言
書
成
、
右
二
付
旦
那
之
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
約
仕
、
即
御
覧
之
通
金
屋
子
神
貰
受
候
と
相
答
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
括
弧
内
は
挿
入
文
言
）

　
こ
の
証
奮
に
よ
る
と
、
西
蓮
坊
の
檀
那
で
あ
っ
た
舶
来
島
村
保
賀
の
新
右
衛
門
と
い
う
鍛
冶
職
の
後
継
者
が
断
絶
し
て
い
た
た
め
（
但
し
幼

少
の
娘
は
存
在
）
、
そ
の
家
屋
敷
を
同
誌
が
預
か
り
職
人
役
（
水
役
）
も
負
担
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
職
人
の
免
許
も
含
め
て
家
督
を
西
興
業
が

一
時
管
理
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
蓮
坊
は
こ
の
こ
と
を
小
三
郎
に
話
し
た
上
で
、
同
上
の
檀
那
に
な
れ
ば
、
守
護
神
で
あ
る
金
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屋
岳
神
を
添
え
て
鍛
冶
職
の
権
利
を
譲
る
と
勧
誘
し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
に
従
い
同
憂
と
檀
那
契
約
を
結
ん
だ
の
だ
と
、
彼
は
語
っ
た
の
で
あ

る
。　

こ
れ
を
受
け
て
一
念
寺
は
、
家
屋
敷
内
で
金
屋
子
神
を
祀
る
こ
と
を
西
下
坊
が
容
認
し
た
の
は
宗
風
違
反
を
見
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
と
し

て
、
奥
飯
石
内
の
西
派
真
宗
寺
院
（
以
下
、
法
輪
と
略
称
す
る
）
か
ら
選
ば
れ
た
宗
風
取
締
り
掛
の
僧
侶
に
告
発
し
た
。
こ
の
宗
風
取
締
り
掛
は
、

奥
飯
石
の
真
宗
寺
院
と
神
職
と
の
問
で
文
化
＝
一
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
文
政
八
年
（
一
八
一
孟
）
ま
で
続
い
た
竈
祓
い
を
め
ぐ
る
の
争
論
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
て
任
じ
ら
れ
た
役
職
で
あ
る
。
一
念
寺
に
よ
る
告
発
後
は
、
こ
の
掛
の
僧
侶
に
よ
り
西
墨
黒
の
吟
味
が
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
西
蓮

坊
は
次
の
よ
う
な
口
上
を
述
べ
て
、
概
ね
事
実
を
認
め
て
い
る
。

　
金
屋
子
神
三
婆
者
小
三
郎
へ
遣
し
候
儀
二
者
無
之
、
小
三
郎
を
新
右
衛
門
名
跡
二
貰
ひ
候
処
、
家
之
内
二
有
之
候
趣
小
三
郎
6
申
申
得
者
、
拙
寺
直
書
渡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
申
候
義
二
者
無
御
座
候
得
共
一
応
藩
候
聞
、
不
存
と
艶
事
様
も
無
御
座
候
、
是
職
場
守
護
神
之
事
故
大
目
二
見
申
居
候

　
こ
の
よ
う
に
、
西
脇
坊
は
金
屋
子
神
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
勧
誘
し
た
点
に
つ
い
て
は
否
認
し
た
け
れ
ど
も
、
屋
敷
内
に
「
職
場
守
護

神
」
が
あ
る
こ
と
を
「
大
目
に
見
」
た
点
に
つ
い
て
は
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗
風
に
反
し
た
処
置
を
反
省
す
る
「
廻
心
状
扁
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

西
蓮
坊
は
奥
飯
石
の
法
中
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
整
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
八
世
紀
半
ば
以
降
、
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
門
徒
に
ま
で
徹
底

す
る
動
き
が
次
第
に
広
ま
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
で
も
個
々
の
僧
侶
に
よ
る
教
導
の
仕
方
に
は
差
異
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
背
景
に
は
、

僧
侶
に
よ
る
教
学
理
解
の
差
や
教
学
上
の
立
場
の
相
違
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
里
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
後
半
の
讃
岐
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
は
神
聖
礼
拝
を
容
認
す
る
了
空
の
教
学
を
支
持
す
る
僧
侶
が
多
数
い
た
た
め
、
地
域
内
に
お
け
る
僧
侶
問
の
方
針
の
差
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
し
か
し
、
氏
神
祭
祀
へ
の
参
加
は
容
認
す
る
一
方
、
家
内
の
神
事
は
認
め
な
い
と
い
う
本
山
の
方
針
を
前
提
に
し
て
、
神
職
な
ど
と
の
争
論

が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、
奥
飯
石
な
ど
の
よ
う
に
、
領
域
に
よ
っ
て
は
同
じ
宗
派
の
僧
侶
集
団
が
相
互
に
確
認
し
合
い
宗
風
の
教
導
に
あ
た
る

体
制
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
風
自
体
に
つ
い
て
は
真
宗
門
徒
の
間
で
も
次
第
に
意
識
さ
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
に
お
け
る
門
徒
の
動
向

　
そ
こ
で
以
下
で
は
、
真
宗
門
徒
が
神
事
を
拒
否
し
て
紛
争
と
な
っ
て
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
、

し
た
い
。

宗
風
を
め
ぐ
る
門
徒
の
動
向
に
つ
い
て
検
討

　
①
森
神
祭
紀
を
拒
否
し
た
事
例

　
こ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
出
雲
国
神
門
郡
渡
橋
村
忠
左
衛
門
の
事
件
が
最
も
早
い
。
経
緯
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
で
、
こ
こ
で
は
忠
左
衛
門
が
願
楽
寺
と
い
う
多
数
の
門
徒
と
末
寺
を
抱
え
る
大
寺
院
の
檀
頭
（
檀
家
の
総
代
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
屋
敷
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

各
家
で
祀
る
自
荒
神
と
と
も
に
集
落
単
位
で
祀
る
惣
荒
神
も
あ
り
、
そ
の
祭
宿
（
祭
礼
の
世
話
役
）
を
務
め
た
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す

る
に
と
ど
め
た
い
。
つ
ま
り
、
忠
左
衛
門
は
地
域
に
お
け
る
有
力
な
百
姓
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
荒
神
と
同
様
に
森
神
の
祭
祀
を
拒
否
し
た
事
例
と
し
て
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
続
い
た
津
和
野
藩
領
の

今
市
村
の
大
歳
神
と
久
佐
村
の
地
主
神
の
祭
祀
を
め
ぐ
る
争
論
を
取
り
上
げ
る
。

　
左
の
安
永
三
年
正
月
に
西
本
願
寺
か
ら
石
見
国
市
木
村
浄
泉
寺
仰
誓
に
宛
て
た
書
状
に
は
、
争
論
の
発
端
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。

　
其
国
津
和
野
領
丸
原
村
覚
善
寺
久
佐
村
浄
光
寺
、
拠
出
寺
門
徒
右
久
佐
村
二
住
居
尋
者
所
持
候
田
地
之
内
二
藪
神
と
称
狐
狼
之
死
骸
葬
候
跡
を
神
と
あ
か
め

　
来
運
勢
祠
有
之
、
年
々
神
祭
杯
仕
来
候
処
、
其
門
徒
近
年
御
法
儀
甚
発
候
付
、
御
無
意
二
背
申
儀
と
存
、
巨
神
事
相
止
紋
付
、
其
村
社
人
6
兎
哉
角
申
募
、

　
双
方
6
村
役
人
冬
隣
出
及
争
論
候
旨
、
元
来
争
論
者
社
人
共
襟
条
無
理
と
相
聞
候
旨
、
併
津
和
野
領
導
御
末
寺
茂
○
（
少
）
他
宗
勝
之
処
故
、
万
々
一
社
人

　
　
6
申
募
、
郷
軍
寄
津
和
野
領
中
冷
御
本
山
江
神
祭
有
無
之
儀
御
寺
法
如
何
之
御
定
候
哉
と
尋
来
候
儀
茂
難
斗
候
墨
付
、
委
細
為
心
得
御
言
越
之
趣
始
末
令
承
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知
候
、
若
申
来
候
ハ
・
、
御
紙
禰
之
趣
を
以
相
答
可
申
候
間
左
様
御
心
得
可
有
候
（
中
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
正
月
石
州
市
木
浄
泉
寺
殿

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
久
佐
村
の
真
宗
門
徒
が
所
持
し
て
い
る
田
地
に
、
狐
狼
の
死
骸
を
葬
っ
た
跡
を
善
神
と
し
て
祀
る
祠
が
存
在
し
毎
年
神
事

を
執
行
し
て
き
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
門
徒
た
ち
が
下
意
に
反
す
る
と
し
て
こ
れ
を
停
止
し
た
た
め
に
、
神
職
が
祭
祀
の
継
続
を
求
め
村
役
人

に
訴
え
争
論
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
書
か
れ
て
い
る
「
笹
神
」
が
久
佐
村
の
地
主
神
に
当
た
る
が
、
こ
の
祭
祀
を
停
止
し
た
真
宗
門
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
別
の
史
料
か
ら
久
兵
衛
、
助
四
郎
、
市
右
衛
門
、
徳
左
衛
門
、
藤
四
郎
の
五
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
方
、
こ
の
争
論
で
は
今
市
村
の
浄
念
寺
の
所
持
地
に
あ
っ
た
大
歳
神
の
祭
祀
停
止
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
訴
え
た
側
の
神
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
今
市
村
の
大
歳
神
の
神
事
を
行
っ
て
い
た
同
村
の
高
子
増
穂
と
、
久
佐
村
の
地
主
神
の
神
事
を
行
っ
て
い
た
山
崎
清
路
の
二
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
市
村
の
浄
念
寺
の
本
寺
は
出
雲
国
飯
石
郡
赤
名
村
の
西
蔵
寺
、
久
佐
村
に
門
徒
を
持
っ
て
い
た
石
見
国
那
賀
郡
丸
原
村
の
覚
善
寺
の

本
寺
は
同
国
市
木
村
の
浄
泉
寺
で
あ
っ
た
た
め
、
以
後
の
争
論
は
、
西
蔵
寺
泰
秀
と
神
職
高
子
増
穂
と
の
論
争
や
、
浄
泉
寺
宰
取
と
津
和
野
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

寺
社
奉
行
森
喜
藤
太
と
の
や
り
と
り
を
伴
い
な
が
ら
展
開
し
た
。

　
そ
し
て
、
結
果
的
に
は
津
和
野
藩
の
代
官
に
よ
り
、
久
佐
村
の
百
姓
五
人
に
対
し
、
「
百
姓
名
前
被
召
放
田
地
之
儀
ハ
子
共
へ
被
下
置
」
と

実
質
的
に
は
隠
居
が
命
じ
ら
れ
、
ま
た
地
主
神
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
相
続
人
ら
に
対
し
、
「
先
年
致
来
導
通
社
人
へ
相
等
梅
醤
執
行
候
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
よ
う
に
、
そ
の
神
職
へ
執
行
を
依
頼
す
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
以
上
は
表
向
き
の
措
置
で
あ
っ
て
、
併
行
し
て
内
済
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
五
人
の
相
続
人
は
神
職
山
崎
清
路
に
対
し
、
次
に
掲

げ
る
文
書
を
差
し
出
し
て
い
た
。

　
私
共
持
分
田
地
付
二
有
之
候
地
主
社
之
儀
、
御
存
之
通
田
畑
人
家
之
近
辺
二
有
之
、
自
然
与
不
浄
雲
底
も
可
有
御
座
哉
と
歎
敷
儀
奉
存
候
、
相
成
ル
儀
二
御

　
座
塩
町
・
、
桜
之
場
所
貴
様
御
持
分
之
土
地
之
内
へ
場
所
替
被
成
被
下
候
様
二
御
盛
度
、
左
候
ハ
・
社
地
も
清
浄
笹
縁
可
然
哉
と
露
量
候
、
右
之
通
御
許
容

　
被
下
候
ハ
・
、
是
迄
と
違
場
所
も
品
二
寄
贈
遠
二
可
相
成
、
式
量
而
祭
典
儀
も
鹿
面
様
之
候
盛
相
気
之
毒
成
候
儀
二
御
座
候
問
、
右
之
社
引
料
土
地
代
目
儀
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近世真宗における神紙不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開（小林〉

ハ
不
能
申
永
々
為
御
世
話
元
米
も
私
共
参
此
度
差
出
、

様
偏
奉
頼
候
、
以
上

利
下
ヲ
以
年
々
万
事
御
世
話
被
下
候
二
二
仕
置
度
候
間
、
此
段
御
許
容
被
下
御
内
々
御
取
斗
被
下
候

五
人
之
百
姓

　
名
跡
之
者
共

　
　
　
　
判

　
　
　
月
日

　
　
山
崎
清
路
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
尚
々
地
主
祭
幣
祭
所
之
儀
も
是
又
同
様
御
取
斗
相
成
候
様
奉
願
候
、
已
上

　
つ
ま
り
、
地
主
社
の
場
所
を
百
姓
ら
の
所
持
地
か
ら
神
職
の
所
持
地
へ
と
移
転
し
、
か
つ
「
世
話
元
」
と
し
て
費
用
負
担
す
る
代
わ
り
に
、

「
名
跡
之
者
」
た
ち
は
祭
祀
に
は
直
接
関
与
し
な
い
と
い
う
か
た
ち
で
、
宗
風
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
件
で
は
、
早
事
の
祭
祀
を
拒
否
し
た
結
果
、
百
姓
で
あ
る
真
宗
門
徒
が
領
主
権
力
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
と
い
う
点
で
は
、
出
雲
国

渡
橋
村
の
忠
左
衛
門
の
事
例
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
処
分
は
軽
く
、
実
質
的
に
は
祭
祀
へ
の
関
与
を
避
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
宗
風
の
維

持
が
実
現
し
て
い
る
点
で
も
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地
主
神
を
五
人
共
同
で
祀
っ
て
い
た
の
か
、
各
自
が
祀
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
持
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
田
地
を
い
っ
た
ん
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
ら
は
小
作
人
層
は
で

な
く
高
持
ち
の
百
姓
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
渡
橋
村
の
思
左
衛
門
の
事
例
と
最
も
異
な
る
点
は
、
争
論
の
当
事
者
で
あ
っ
た
今
市

村
の
浄
念
寺
だ
け
で
な
く
、
檀
那
寺
や
そ
の
本
寺
と
も
連
携
し
て
彼
ら
が
行
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
間
の
方
針
が
あ
わ
ず
郡
追
放

と
な
っ
た
思
左
衛
門
に
対
し
、
本
山
の
指
示
の
下
、
本
寺
－
末
寺
が
全
面
的
に
訴
訟
を
支
援
し
て
、
宗
風
の
実
質
的
な
維
持
を
確
保
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
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②
竃
祓
い
の
執
行
を
拒
否
し
た
事
例

　
神
職
に
よ
る
竈
祓
い
の
執
行
を
真
宗
門
徒
が
拒
否
し
て
起
こ
っ
た
紛
争
と
し
て
は
、
先
述
し
た
石
見
国
銀
山
知
行
恒
村
（
天
明
三
年
＝
月
）

の
外
に
、
出
雲
国
松
江
藩
士
松
江
城
下
（
文
化
六
年
～
二
月
）
、
出
雲
国
広
瀬
属
領
頓
原
村
（
文
化
～
二
年
冬
、
文
化
一
四
年
）
な
ど
に
お
け
る
事
例

が
、
今
の
と
こ
ろ
史
料
的
に
確
認
で
き
る
。

　
こ
の
う
ち
、
松
江
城
下
の
事
例
は
、
末
次
の
町
人
に
対
し
「
釜
祓
祈
禧
」
を
命
ず
る
町
奉
行
の
触
書
が
出
た
結
果
、
「
御
門
徒
心
面
々
権
威

二
恐
れ
釜
祓
祈
濤
仕
候
も
の
も
過
半
有
之
趣
二
相
聞
へ
申
候
、
然
処
東
派
正
覚
寺
門
徒
定
兵
衛
と
申
者
、
再
応
宗
風
通
を
以
皿
盛
祈
薦
断
申
立

候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
半
の
門
徒
が
受
け
入
れ
る
中
、
東
派
（
東
本
願
寺
）
の
門
徒
定
兵
衛
が
断
っ
た
と
こ
ろ
、
「
町
内
預
」
の
処
分
を
受
け

　
　
　
　
　
⑳

た
事
件
で
あ
る
。
ま
た
、
頓
原
村
の
方
は
、
八
神
村
明
豊
寺
門
徒
の
医
者
土
江
如
春
が
宗
風
を
遵
守
し
て
竈
祓
を
拒
否
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
と
神
職
問
の
争
論
に
発
展
し
た
事
例
と
、
こ
の
争
論
の
最
中
に
同
村
の
門
徒
善
南
が
竈
祓
を
拒
否
し
「
組
合
」
を
除
か

　
　
　
　
　
　
⑲

れ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
松
江
の
定
兵
衛
の
場
合
は
、
竈
祓
い
の
強
行
に
対
し
一
人
抵
抗
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
頓
原
の
土

谷
霜
曇
の
場
合
は
彼
の
拒
否
を
き
っ
か
け
に
町
全
体
に
竈
祓
い
の
強
行
が
な
さ
れ
た
と
い
う
点
で
対
照
的
で
あ
る
が
、
個
人
が
神
事
を
拒
否
し

て
い
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
行
恒
村
の
争
論
は
村
内
の
門
徒
の
家
々
が
足
並
み
を
揃
え
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
点
で
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
訴
訟
の
吟
味
の
過
程
で
百
姓
た
ち
は
、
「
是
迄
ハ
浄
土
真
宗
之
宗
風
ニ
テ
有
之
二
付
右
様
二
種
不
仕
感
得
共
、
御
役
所
6
之
御
下
二
二
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ハ
・
如
何
様
共
寝
仕
、
何
分
御
公
儀
之
御
意
者
違
背
不
仕
、
何
事
も
御
冷
図
二
可
卸
量
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
竈
祓
い
を
受
け
る

か
ど
う
か
は
公
儀
の
指
示
に
任
せ
る
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
訴
訟
は
江
戸
の
評
定
所
へ
ま
わ
さ
れ
、
天
明
四
年
六
月
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
に
「
在
家
南
分
ハ
祈
願
ハ
担
任
帰
依
旨
」
と
い
う
裁
決
が
出
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
七
月
十
一
日
に
頭
百
姓
多
三
郎
が
頭
取
と
な
っ
て
竃

祓
い
の
際
に
立
て
ら
れ
た
幣
四
十
七
人
分
を
不
帰
依
を
理
由
に
神
職
に
返
し
た
た
め
、
こ
れ
に
怒
っ
た
神
職
が
竈
祓
い
を
再
び
強
行
し
、
争
論

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
再
発
し
た
の
で
あ
る
。
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再
発
し
た
争
論
の
結
果
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
明
五
年
十
一
月
六
日
に
頭
取
の
多
三
郎
と
大
森
町
の
心
宿
岡
田
屋
庄
右
衛
門
の
二
人

に
対
し
、
「
内
証
二
而
相
嫁
忍
事
」
が
神
妙
で
あ
っ
た
と
し
て
、
本
山
か
ら
「
御
褒
美
弟
御
言
葉
」
が
贈
ら
れ
る
な
ど
さ
れ
て
お
り
、
真
宗
側

の
宗
意
が
通
る
か
た
ち
で
解
決
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

近世真宗における神舐不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開（小林）

　
③
宗
風
に
従
わ
な
か
っ
た
嘉
例

　
以
上
見
て
き
た
事
例
は
、
真
宗
門
徒
が
宗
風
を
遵
守
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
宗
風
を
違
反
し
て
い
る
場
合
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら

れ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
石
見
国
石
原
村
の
清
光
寺
の
事
例
で
は
、
千
原
村
の
勘
右
衛
門
は
娘
の
病
気
治
癒
の
た
め
に
祈
年
を
頼
み
、

神
札
を
家
内
に
張
っ
て
い
た
。
ま
た
、
石
見
国
浜
田
藩
領
の
長
沢
村
に
あ
っ
た
大
元
神
の
神
木
を
、
宝
暦
十
年
に
土
地
の
所
有
者
で
あ
っ
た
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

光
寺
が
伐
採
し
た
事
件
で
は
、
神
職
と
と
も
に
祭
祀
の
維
持
を
求
め
て
真
宗
門
徒
を
含
ん
だ
村
人
が
下
寺
と
争
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奥
飯
石

の
広
瀬
藩
領
の
頓
原
村
で
も
、
好
右
衛
門
ら
六
人
が
「
神
祭
」
（
内
容
は
不
明
）
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
問
軽
視
さ
れ
、
竈
祓
い
な
ど
を
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
う
教
諭
す
べ
き
こ
と
が
真
宗
寺
院
に
対
し
本
山
の
使
僧
か
ら
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
門
徒
が
森
神
聖
の
祭
祀
に
参
加
し
た
り
、

家
内
の
神
事
を
宗
教
者
に
依
頼
し
神
々
や
護
符
を
張
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
真
宗

教
団
が
容
認
し
て
い
る
氏
神
祭
祀
へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
真
宗
門
徒
の
宗
風
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
研
究
者
の
中
で
、
真
宗
門
徒
が
神
棚
や
位
牌
を
家
内
に
設
置
し
な
い
な
ど

の
理
由
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
し
た
の
は
児
玉
識
だ
け
で
あ
る
。
児
玉
は
、
神
棚
・
位
牌
は
家
の
祖
先
祭
祀
の
表
象
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
排

除
は
家
の
階
層
差
が
示
さ
れ
る
こ
と
の
忌
避
を
動
機
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
後
述
す
る
小
悪
講
に
お
け
る
活
動
を
基
盤
と
し
た
神
棚
不
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

置
の
動
向
は
、
近
世
中
期
以
降
に
生
じ
た
農
民
の
階
層
分
解
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
児
玉
の
見
解
を
、
本
稿
で
検
討
し
た
事
例
に
即
し
て
検
証
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
児
玉
は
「
神
祇
拒
否
」
の
事
例
に
つ
い
て
神
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棚
の
不
設
置
し
か
挙
げ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
荒
神
・
地
主
神
な
ど
の
詩
神
の
祭
紀
や
、
家
内
に
お
け
る
竈
祓
い
を
拒
否
す
る
と
い
う
事
例

の
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
拒
否
の
担
い
手
に
つ
い
て
も
、
医
者
や
寺
院
の
檀
頭
を
務
め
る
ほ
ど
の
有
力
な
百
姓
の
場
合
が
あ
り
、
村
の

門
徒
が
共
同
で
行
動
す
る
場
合
に
は
頭
百
姓
の
指
導
の
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
担
い
手
を
階
層
分
解

に
抗
す
る
小
百
姓
層
に
限
定
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
事
例
に
お
い
て
も
、
僧
侶
に
よ
る
宗
風
の
教
導
が

前
提
と
な
っ
て
お
り
、
争
論
も
ふ
つ
う
僧
侶
自
身
が
当
事
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
要
望
村
の
百
姓
ら
が
本
山
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

宗
風
の
護
持
は
教
団
自
体
の
方
針
で
あ
っ
て
、
門
徒
集
団
独
自
の
運
動
と
は
言
い
が
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
明
和
の
浜
田
宗
論
関
係
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
層
の
町
人
の
方
が
神
札
を
納
受
し
神
棚
を
設
置
し
て
い
る
比
率
が
高

⑳い
と
い
う
事
態
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
も
想
定
で
き
る
し
、
小
寄
講
が
小
百
姓
層
の
相
互
扶
助
組
織
と
し
て
階
層
分
解
の
阻
止
に
寄
与
し
た
と

い
う
事
態
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
紛
争
事
例
に
お
い
て
宗
風
の
護
持
を
意
識
的
に
実
践
し
て
い
る
真
宗
門
徒

に
即
し
て
言
え
ば
、
児
玉
の
見
解
は
成
り
立
た
な
い
と
見
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

①
　
島
根
県
松
江
市
・
豊
魅
惑
文
書
六
三
〇
（
『
宍
道
町
史
史
料
自
録
1
㎞
宍
道
町

　
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

②
門
願
楽
寺
縁
起
」
（
島
根
県
出
雲
市
白
枝
町
・
眼
中
寺
所
蔵
〉
。
成
立
年
は
不
詳

　
で
あ
る
が
、
記
載
内
容
は
宝
暦
七
年
の
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る
。

③
以
下
、
本
稿
で
は
西
本
願
善
を
本
山
と
す
る
真
宗
教
団
を
単
に
「
西
派
」
、
東

　
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
教
団
を
門
二
極
」
と
略
称
す
る
。

④
　
前
掲
注
②
門
願
楽
寺
縁
起
」
。

⑤
「
諸
国
所
々
江
遣
書
状
留
」
（
本
願
尊
史
料
研
究
所
保
管
〉
に
載
る
元
文
三
年
十

　
一
月
二
十
五
日
の
松
江
藩
役
人
及
び
願
楽
譜
宛
て
の
書
状
を
参
照
。

⑥
出
雲
国
で
は
、
樹
木
あ
る
い
は
森
を
神
体
と
し
て
荒
神
を
肥
る
こ
と
が
多
く
、

　
社
殿
あ
る
い
は
社
祠
を
設
け
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山

　
崎
亮
「
荒
神
祭
祀
論
の
た
め
の
鞘
管
－
出
雲
地
方
を
念
頭
に
置
い
て
一
」

　
（
『
有
馬
毅
一
郎
先
生
退
官
記
念
論
集
　
社
会
科
教
育
実
践
の
新
農
開
㎞
有
馬
毅

　
一
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
、
二
〇
〇
二
年
）
、
品
廻
知
彦
「
祭
礼
行
川
調
査

　
魍
蛇
を
祀
る
民
俗
㎞
中
間
報
告
　
荒
神
信
仰
研
究
序
」
（
『
古
代
文
化
研
究
』
＝
一
、

　
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
以
下
本
稿
で
は
、
盟
神
の
語
を
森
あ
る
い

　
は
樹
木
を
標
識
と
し
て
認
ら
れ
た
神
々
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。

⑦
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
小
林
俊
二
門
真
宗
に
お
け
る
神
舐
と
明
神
祇
不
拝
世

　
（
朝
枝
善
照
編
㎎
妙
好
人
伝
研
究
』
永
田
文
運
堂
、
一
九
八
七
年
）
、
前
掲
は
じ

　
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑧
「
天
明
四
年
辰
八
月
行
恒
村
社
官
二
等
宗
出
入
二
黒
書
付
写
也
」
（
島
根
県
大

　
田
市
大
森
町
・
熊
谷
家
文
書
二
五
二
一
一
入
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
図

　
書
室
蔵
〉
。

⑨
㎎
浜
田
九
ヶ
寺
宗
論
』
（
浜
田
市
文
化
財
保
存
会
、
～
九
六
西
年
）
、
前
掲
注
⑤
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「
諸
国
所
々
江
遣
書
状
留
」
掲
載
の
宝
暦
十
四
年
三
月
十
四
臼
附
浜
田
真
光
毒
宛

　
て
書
状
を
参
照
。

⑩
以
下
、
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
⑤
「
諸
国
所
々
江
遣
書
状
留
」
掲
載

　
の
書
状
の
や
り
と
り
に
拠
る
。

⑪
　
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑫
　
岡
右
。

⑬
「
西
蓮
坊
一
件
同
寺
冷
演
説
立
動
繊
候
二
付
懸
り
法
高
6
素
描
茂
御
尋
飼
付
左

　
蝦
鯛
上
知
」
（
鵬
根
県
飯
南
町
八
神
・
明
眼
埋
蔵
）
に
よ
る
。

⑭
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑮
「
口
上
漏
（
明
限
氷
蔵
）
。

⑯
「
誤
一
札
下
来
島
村
西
蓮
坊
」
（
明
眼
寺
蔵
）
。

⑰
前
掲
は
じ
め
に
注
④
拙
稿
を
参
照
。

⑱
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。
な
お
、
先
述
し
た
行
恒
村
の
寵
祓
い
一
件

　
の
記
録
で
あ
る
「
行
恒
釜
禮
一
書
記
」
（
明
眼
寺
蔵
）
に
は
、
「
内
心
二
深
ク
仏
恩

　
ヲ
喜
ヒ
、
其
上
ハ
諸
神
諸
仏
ヲ
軽
賎
セ
ス
、
就
中
氏
神
崇
敬
仕
、
年
始
血
祭
礼
之

　
主
軸
参
一
切
物
初
穂
等
其
身
ノ
分
限
相
応
二
差
上
可
申
、
溝
テ
不
浄
ノ
家
内
神
明

　
ヲ
祭
り
杯
申
事
ハ
却
テ
不
敬
ノ
至
り
ナ
リ
」
と
い
う
真
宗
僧
侶
側
の
立
場
が
明
確

　
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑲
明
治
初
年
の
「
真
宗
本
末
一
派
轡
院
明
細
帳
」
（
独
楽
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
末

　
寺
は
十
ヶ
寺
、
檀
家
は
千
五
百
軒
に
上
っ
た
。

⑳
前
掲
注
①
豊
都
寺
文
書
に
「
神
門
郡
渡
橋
村
惣
荒
神
従
古
来
同
村
忠
左
衛
門
与

　
申
者
祭
宿
怨
槽
勤
遠
来
候
処
二
、
近
年
惣
荒
神
・
自
荒
神
共
二
｝
慧
智
事
相
止
候

　
旨
」
と
あ
る
。

⑳
　
前
掲
注
⑤
「
諸
国
所
々
実
習
書
状
留
」
。

⑫
　
「
專
修
専
念
法
式
弁
述
」
（
明
眼
寺
蔵
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
光
西
寺
泰
玉
・
浄

　
専
（
泉
力
）
寺
仰
誓
の
津
和
野
藩
毒
社
役
森
喜
藤
太
宛
て
の
沓
状
（
九
月
二
十
九

　
日
附
）
を
参
照
。

⑬
　
「
邪
神
胃
痛
害
対
弁
」
（
國
學
院
大
學
閣
轡
館
河
野
省
三
記
念
文
庫
蔵
）
。

⑭
　
前
掲
注
⑫
「
専
修
専
念
法
式
弁
述
」
参
照
。

⑳
　
前
掲
注
⑬
「
邪
神
祭
願
書
対
弁
」
。

⑱
　
岡
右
。

⑳
　
「
出
雲
国
諸
記
」
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
）
掲
載
の
本
山
役
人
宛
明
宗
寺
・

　
願
楽
寺
書
状
（
文
化
七
年
十
一
月
五
日
附
）
。

⑳
　
「
御
強
申
上
口
上
之
覚
」
（
法
中
↓
御
本
山
御
役
入
、
明
二
等
蔵
）
。

⑳
　
「
俗
談
一
件
二
王
広
勝
蓮
迄
内
々
問
合
図
頼
塁
壁
書
状
演
説
拍
」
（
明
眼
壽
蔵
）
。

　
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
神
道
講
釈
師
の
旅
と
神
仏
論
争
の
展
開
－

　
矢
野
左
倉
太
夫
の
活
動
に
即
し
て
一
」
（
噸
社
会
文
化
論
集
㎞
七
、
二
〇
～
一

　
年
）
で
触
れ
て
い
る
。

⑳
前
掲
注
⑱
「
行
恒
釜
襖
一
件
記
」
を
参
照
。

⑳
　
「
石
見
国
紅
藍
」
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
）
掲
載
の
常
見
寺
以
下
五
ヶ
寺
宛

　
て
の
本
山
役
人
書
状
（
天
明
四
年
八
月
二
日
附
）
。

⑳
前
掲
注
⑧
「
天
明
四
年
辰
八
月
行
恒
村
社
官
⊥
向
宗
出
入
二
付
書
付
写
也
」
。

⑳
　
前
掲
注
⑳
「
石
見
国
諸
記
」
掲
載
の
浄
泉
寺
宛
て
本
山
役
入
書
状
（
天
明
六
年

　
二
月
朔
日
附
）
を
参
照
。

⑭
　
前
掲
注
⑨
『
九
ヶ
寺
宗
論
舳
。

⑳
　
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑳
　
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
児
玉
b
論
文
を
参
照
。

⑳
　
児
玉
識
が
引
用
す
る
「
明
和
年
間
宗
門
一
件
駄
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究

　
科
図
書
館
蔵
）
と
同
内
容
の
写
本
で
あ
る
「
石
州
浄
土
真
宗
法
難
一
件
」
（
出
雲

　
中
央
園
書
館
蔵
）
に
は
、
「
同
じ
真
宗
て
も
松
屋
助
五
郎
杯
ハ
前
々
6
札
も
張
り

　
神
祭
り
も
す
る
故
二
此
方
共
ハ
自
分
共
身
の
上
ハ
雷
ふ
に
不
及
、
町
内
之
福
之
神

　
私
も
真
宗
な
れ
と
随
分
神
祭
り
札
を
張
ル
、
裏
借
屋
か
し
や
の
機
雷
不
存
候
へ
共
、

　
町
並
の
者
二
真
宗
じ
ゃ
と
て
神
祭
り
致
さ
ぬ
者
ハ
こ
さ
り
ま
せ
ぬ
」
と
の
浜
田
の

　
町
人
松
屋
助
五
郎
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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寄
規
制
と
小
寄
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公
認
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（一

j
　
神
紙
不
帰
依
の
宗
風
と
小
寄
講
と
の
関
係

　
従
来
の
研
究
で
は
、
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
含
め
た
真
宗
教
義
の
普
及
に
あ
た
り
、
僧
侶
に
よ
る
在
家
法
談
の
場
と
な
っ
た
小
寄
講
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
分
野
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
る
児
玉
に
よ
れ
ば
、
小
肥
講
と
は
、
「
近
隣
の
家
同
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
じ
ゅ
う
　
ど
う
ぎ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
集
っ
て
地
縁
結
合
を
な
し
て
い
る
講
中
（
同
行
と
も
い
う
）
と
い
う
相
互
扶
助
集
団
に
お
い
て
、
毎
月
二
度
開
く
寄
合
い
」
を
指
す
（
但
し
、

実
際
に
は
毎
月
二
度
と
は
限
ら
な
い
）
。

　
筆
者
も
こ
う
し
た
見
解
を
踏
襲
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
小
出
講
に
関
す
る
児
玉
の
研
究
で
は
、
講
申
の
相
互
扶
助
機
能
や
成
員
に
対
す
る
規

制
力
を
説
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
檀
那
寺
と
は
異
な
る
寺
院
が
近
隣
の
門
徒
を
預
か
る
「
け
き
ょ
う
」
制
と
の
関
わ
り
が
説
か
れ

　
　
　
②

る
も
の
の
、
教
団
僧
侶
に
よ
る
講
の
位
置
づ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
章
で
は
、
児
玉
が
扱
っ
て
い
る
明
和
年
間
の
浜
田
宗
論
以
外
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
上
で
、
小

重
厚
に
お
け
る
在
家
法
談
の
盛
行
と
神
妙
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
が
頻
発
す
る
状
況
と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

論
及
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
伊
勢
神
宮
の
祓
（
表
札
）
の
納
受
を
領
主
が
触
書
等
で
命
ず
る
場
合
に
は
、
僧
侶
の
俗
家
（
在
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
の
法
談
が
規
制
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
触
書
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
起
こ
る
事
例
も
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
触
書

に
つ
い
て
時
期
的
特
徴
を
見
て
み
る
と
、
天
明
三
年
（
～
七
八
三
）
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
各
年
に
お
け
る
浜

田
藩
学
の
触
書
、
天
明
八
年
（
一
七
八
七
）
、
寛
政
二
年
の
広
島
藩
領
の
触
書
な
ど
、
特
に
不
作
・
凶
作
時
の
倹
約
令
や
風
俗
統
制
令
の
一
環
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
民
衆
の
講
に
お
け
る
寄
り
合
い
や
旅
の
宗
教
者
の
下
国
な
ど
、
制
度
外
の
社
会
領
域
に
お
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け
る
活
動
は
、
安
丸
の
言
う
周
縁
蛸
脚
実
態
と
し
て
普
段
は
黙
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
不
作
・
凶
作
時
に
は
こ
う
し
た
領
域
に
政
治
権

力
が
介
入
し
、
秩
序
か
ら
の
逸
脱
を
統
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
治
権
力
に
よ
る
干
渉
は
、
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
の
民
俗
を
場
と
し
て
活
動
す
る
宗
教
平
間
の
関
係
に
緊
張
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
実
例
と
し
て
、
奥
飯
石
の
広
瀬
垂
領
に
お
け
る
講
寄
り
の
規
制
を
契
機
と
す
る
、
真
宗
僧
侶
と
広

瀬
藩
の
や
り
と
り
と
、
真
宗
僧
侶
と
神
職
と
の
争
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
二
）
　
広
瀬
藩
の
触
書
と
奥
飯
石
の
法
中
の
対
応

天
明
六
年
十
月
、
広
瀬
藩
は
次
に
掲
げ
る
触
書
を
領
内
に
通
達
し
た
。

～
、
近
来
百
姓
町
人
共
之
内
講
寄
と
名
付
寄
集
り
垂
雪
有
之
趣
先
達
而
相
聞
、
銘
々
家
業
第
　
二
可
心
掛
事
、
芸
界
百
姓
ハ
農
業
第
一
可
呈
出
情
事
、
日
之

　
中
ハ
勿
論
之
儀
夜
分
二
等
も
右
体
講
寄
い
た
し
夜
を
更
し
候
得
者
翌
日
労
も
有
之
、
自
然
と
耕
作
疎
二
相
成
衰
微
之
基
二
候
、
銘
々
信
心
ハ
胸
中
二
可
有

　
之
儀
、
然
を
家
業
之
障
二
相
成
候
様
二
成
単
身
而
者
、
仮
令
当
時
内
証
不
致
難
儀
者
た
り
共
龍
胆
ひ
或
ハ
雇
人
二
耕
作
任
置
候
様
二
罷
成
、
田
地
劣
故
甚

　
二
重
不
為
提
琴
其
上
追
々
二
者
先
祖
6
譲
り
候
地
所
を
も
雪
景
シ
不
孝
軍
事
不
外
事
二
候
、
尤
仏
神
疎
二
可
仕
様
ハ
全
無
之
心
中
之
信
仰
肝
要
二
而
農
業

　
随
分
出
情
シ
先
祖
親
族
之
年
廻
施
物
等
或
ハ
氏
神
祭
礼
初
穂
等
年
始
中
光
塵
外
寺
社
家
蝿
郭
勤
前
々
6
致
来
之
通
、
猶
追
々
任
力
相
増
候
様
二
心
掛
候
得

　
者
、
自
然
と
神
明
仏
陀
之
加
護
ハ
可
憐
儀
二
候
、
若
紫
強
而
致
騰
馬
度
餐
有
之
候
ハ
其
旨
書
付
を
以
願
出
候
ハ
・
難
儀
之
上
側
及
沙
汰
候
、
無
届
し
て
寄

　
集
候
儀
有
之
候
ハ
・
、
其
村
庄
屋
年
寄
五
人
頭
町
方
ハ
年
寄
目
代
五
人
頭
冷
人
別
名
前
稲
記
早
速
可
申
訴
事

右
之
通
町
方
在
々
谷
奥
二
至
迄
不
洩
様
急
度
可
申
触
候
、
以
上

　
午
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笹
伊
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
準
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
四
郎
五
郎
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大
与
頭
平
左
衛
門
殿

与
頭
　
庄
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
⑤

与
頭
　
又
右
衛
門
殿

三
沢
卯
左
衛
門

54　（544）

　
こ
の
触
書
で
は
、
百
姓
は
農
業
に
専
念
す
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
民
衆
の
信
仰
に
関
わ
る
活
動
を
祖
先
供
養
、
氏
神
の
祭
礼
等
に
限
定
し
、

講
寄
り
と
い
う
名
陰
で
夜
に
集
ま
る
こ
と
を
制
し
た
上
で
、
ど
う
し
て
も
講
寄
り
を
行
い
た
い
場
合
に
は
、
村
・
町
の
役
人
に
対
し
事
前
に
届

け
出
る
べ
き
こ
と
が
令
達
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
触
書
臨
体
は
冗
費
節
減
を
励
行
し
た
倹
約
令
で
あ
り
、
僧
侶
の
在
家
法
談
の
規

制
で
は
な
か
っ
た
が
、
講
寄
り
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
文
書
を
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
た
ち
は
提
出
し
、
「
小
聖
」
が
規
制

の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
乍
恐
奉
断
一
札

一
、
今
度
御
組
中
へ
御
教
示
被
仰
出
歯
之
候
趣
旨
、
講
寄
と
名
付
打
集
費
も
出
来
致
し
家
業
之
障
り
こ
も
相
成
申
由
御
聞
二
達
シ
候
二
付
、
以
後
二
お
い
て

ハ
在
町
共
二
役
人
中
江
相
断
り
候
様
御
飾
被
仰
畠
候
と
粗
風
説
承
り
申
候
、
然
所
下
々
之
者
共
心
得
違
浄
土
真
宗
心
寄
御
差
止
メ
庶
母
二
聞
豊
島
趣
二
而
、

黙
々
気
之
毒
二
奉
存
候
、
併
愚
管
二
二
お
み
て
ハ
輿
寄
之
儀
二
部
者
有
御
座
問
敷
、

羅
講
杯
と
名
付
寄
集
轟
轟
、
費
多
キ
事
共
二
薬
事
示
シ
被
仰
出
候
轟
轟
と
奉
察
候
得
共
、 定

而
観
音
講
、
日
待
講
、
月
待
講
、
庚
申
待
講
、
恵
美
須
講
、

　
　
門
徒
之
者
共
心
得
違
申
事
歎
敷
奉
存
証
拠
御
仁
申
上
候

金
毘

、
浄
土
真
宗
小
脳
之
儀
者
、
大
概
組
合
十
軒
位
　
ヶ
月
二
一
度
当
番
廻
し
二
法
座
を
催
シ
、

尚
倹
約
筋
専
ラ
相
示
申
候
趣
ハ
別
紙
演
説
書
を
二
部
上
候
、

宗
法
を
教
示
鼻
緒
の
ミ
ニ
無
造
作
ヶ
間
農
事
一
向
無
御
座
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尤
小
器
豊
麗
者
宗
門
第
一
之
法
式
二
し
て
、
人
皇
九
十
一
代
伏
見
院
様
御
慶
免
二
而
東
照
宮

様
宗
門
御
し
ら
べ
以
来
諸
宗
別
段
之
御
定
法
と
し
て
公
方
様
御
代
替
之
節
宗
法
堅
相
懸
り
寺
役
無
慨
怠
門
徒
権
化
疎
略
仕
間
敷
旨
数
ヶ
條
之
誓
詞
血
判
二

而
御
本
山
江
御
請
取
、
御
門
跡
6
江
戸
表
江
被
差
出
候
、
家
蝿
大
祖
親
鷲
聖
人
正
統
之
宗
儀
少
も
違
背
仕
遠
敷
候
條
、
連
年
厳
重
之
御
下
知
二
御
座
候
、

思
者
御
勅
免
と
申
、
御
大
法
と
申
、
浄
土
真
宗
之
法
式
ハ
諸
宗
格
別
二
型
座
候
、
然
を
門
徒
共
有
体
心
得
違
山
男
而
者
法
意
廃
レ
タ
ル
時
ハ
万
邪
不
レ
閑
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ク
リ
　
　
　
　
　
　
リ

カ
、
法
意
自
讃
為
レ
国
為
レ
代
と
御
座
候
上
宮
皇
子
之
御
宣
旨
二
も
相
当
り
、
且
ハ
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
條
之
仰
こ
も
自
然
と
相
背
申
様
二
可
相
成
哉
と

呉
々
歎
敷
奉
存
候
、
何
卒
当
宗
門
法
式
之
儀
者
別
段
御
定
法
之
趣
御
郡
中
門
徒
共
江
被
為
壷
飾
沙
汰
帯
下
態
様
幾
重
二
も
御
歎
息
願
候
、
以
上

　
　
十
月

　
　
　
天
㎜
閃
山
ハ
丙
午
年
十
月
山
ハ
［
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
バ
行
寺
鉦
…
住

　
　
　
頓
原
ニ
テ
差
上
申
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
判
　
明
覚
寺
印

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
三
沢
卯
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
こ
の
　
札
に
お
け
る
僧
侶
た
ち
の
主
張
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
小
野
」
は
、
十
軒

置
ら
い
の
家
々
で
構
成
さ
れ
る
組
合
を
前
提
に
、
一
ヶ
月
に
一
度
、
当
番
と
な
っ
た
家
で
催
さ
れ
る
法
座
で
あ
り
、
「
宗
法
」
が
教
示
さ
れ
る

の
み
で
経
費
も
か
か
ら
ず
家
業
に
支
障
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
観
音
講
な
ど
の
「
講
寄
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
し
か
も
、
「
小
謡
」
は
伏
見
院

の
代
に
朝
廷
か
ら
勅
許
を
受
け
て
以
来
の
「
法
式
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
含
め
た
門
徒
へ
の
教
化
は
、
将
軍
家
が
代
替
わ
り
す
る
際
に
幕
府
に
対

し
本
山
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
誓
詞
で
も
誓
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
を
怠
る
こ
と
は
、
「
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
」
と
い
う
寛
文
五
年

に
幕
府
が
発
し
た
諸
宗
寺
院
法
度
の
箇
条
に
抵
触
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
主
張
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
し
て
、
こ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
続
け
て
触
れ
て
お
く
と
、
奥
飯
石
の
西
蔵
寺
・
明
眼
寺
・

豊
年
坊
の
三
ヶ
寺
は
こ
の
一
札
を
携
え
広
瀬
に
赴
き
、
同
地
所
在
の
勝
願
寺
を
通
じ
て
郡
奉
行
兼
寺
社
奉
行
の
三
沢
卯
左
衛
門
と
交
渉
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
が
求
め
た
の
は
、
触
書
の
変
更
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
小
樽
」
が
規
制
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
交
渉
の
結
果
、
報
恩
講
と
御
取
り
越
し
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
容
認
さ
れ
る
一
方
、
「
小
皆
」
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
組
合

55 （545）



の
範
囲
を
決
め
そ
の
構
成
員
を
記
し
た
文
書
を
庄
屋
（
村
役
人
）
・
図
代
（
町
役
人
）
に
提
出
す
る
こ
と
、
一
軒
に
年
一
薫
ず
つ
家
業
の
障
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
客
寄
講
は
広
瀬
藩
に
よ
り
公
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
、

組
合
構
成
員
の
村
町
役
人
へ
の
届
け
出
制
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
も
、
小
寄
贈
に
お
け
る
活
動
を
藩
及
び
郡
村
役
人
の
監
視
対
象
下
に
置
こ
う
と
す
る
動
き
は
そ
の
後
も
続
き
、
天
明
八
年
十
月
に
は
、

小
魚
講
に
集
う
門
徒
の
家
数
を
一
組
八
軒
に
湖
限
し
組
合
以
外
の
者
の
参
加
を
禁
ず
る
こ
と
、
小
寄
の
開
催
当
日
に
当
番
と
な
っ
た
家
か
ら
庄

屋
・
目
代
に
届
け
出
を
し
て
置
く
べ
き
こ
と
、
頭
分
の
百
姓
な
ど
が
組
合
を
離
れ
～
軒
だ
け
で
勤
行
す
る
こ
と
の
容
認
、
夜
は
亥
の
刻
ま
で
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
こ
と
な
ど
の
四
点
の
事
項
が
、
村
方
、
町
方
へ
令
達
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
真
宗
僧
侶
側
は
、
庄
屋
な
ど
へ
の
距
離
が
遠
い
家
も
あ
り
毎
回
の
届
け
出
は
却
っ
て
費
え
と
な
る
こ
と
、
用
事
が
あ
っ
て
立
ち

寄
る
場
合
の
参
加
も
認
め
る
こ
と
、
組
合
を
離
れ
て
「
管
人
立
」
で
「
客
寄
」
を
勤
め
る
こ
と
を
容
認
す
る
の
は
「
寄
合
之
鎧
窓
」
を
勧
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
善
知
識
之
御
直
命
」
に
背
く
こ
と
な
ど
を
主
張
し
、
広
瀬
藩
に
方
針
の
修
正
を
求
め
た
。

　
そ
の
結
果
、
参
政
元
年
閏
六
月
に
広
瀬
藩
は
、
組
合
を
一
組
八
軒
に
限
定
す
る
こ
と
、
寄
り
合
い
は
亥
刻
ま
で
と
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
と

し
た
が
、
「
壱
人
立
」
が
認
め
ら
れ
る
の
は
大
庄
屋
・
御
用
達
・
宗
旨
庄
屋
だ
け
と
し
、
「
小
津
」
開
催
の
届
け
出
条
項
に
つ
い
て
は
削
除
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
に
し
て
、
僧
侶
側
の
願
い
に
応
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
天
明
期
に
お
け
る
凶
年
の
状
況
下
、
広
瀬
藩
は
倹
約
、
農
業
専
念
の
観
点
か

ら
講
活
動
を
禁
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
寺
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
小
言
講
に
つ
い
て
は
条
件
付
き
で
公
認
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
公
認
を
勝
ち
取
る
に
あ
た
っ
て
真
宗
僧
侶
た
ち
が
展
開
し
た
論
理
の
特
徴
に
つ
い
て
改
め
て
分
析
し
て
お
こ
う
。

当
初
広
瀬
藩
が
出
し
た
触
書
は
、
農
業
や
家
の
存
続
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
講
の
活
動
の
停
止
を
命
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
僧
侶

た
ち
が
ま
ず
主
張
し
た
の
は
、
「
小
半
」
は
あ
く
ま
で
教
導
の
場
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
彼
ら
が
利
養
を
求
め
る
（
私
的
利
益
を
得
る
）
こ
と
は
な

い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
俗
人
で
あ
る
門
徒
宅
で
法
話
を
行
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
お
り
、
幕
府
が
寛
文
五
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⑪

年
に
出
し
た
法
度
に
あ
る
「
借
在
家
構
仏
壇
不
可
求
利
用
事
」
と
い
う
条
文
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
主
張
で
も
あ
る
。
ま
た
、
門
徒
の
側
に
即

し
て
も
、
他
領
の
よ
う
に
組
合
の
者
へ
夜
食
が
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
外
の
講
と
は
異
な
り
遊
興
的
な
側
面
は
な
い
と
、
彼
ら
は
強
調
し

　
　
⑫

て
い
る
。

　
尤
も
、
「
小
割
」
で
は
一
年
に
一
軒
に
つ
き
「
五
銭
三
銭
ツ
・
」
が
集
め
ら
れ
て
本
山
へ
冥
加
と
し
て
上
納
さ
れ
る
が
、
か
え
っ
て
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
小
寄
」
が
「
私
倉
皇
座
」
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
寺
院
の
私
的
な
活
動
で
は
な
く
、
教
団
と
し
て
の
公
的
な
活
動
で

あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
そ
な
え
る
在
家
で
の
法
談
は
、
伏
見
院
の
院
宣
で
公
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
由
緒
を

語
り
、
国
家
レ
ベ
ル
で
も
承
認
を
受
け
て
い
る
、
と
僧
侶
た
ち
は
主
張
す
る
。
尤
も
、
こ
の
院
宣
は
広
瀬
藩
に
写
し
が
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
、
偽
書
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
僧
侶
側
に
と
っ
て
は
、
在
家
法
談
が
国
家
か
ら
公
認
を
受
け
た
活
動
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
有
効
な
主
張
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
毎
年
に
一
回
は
僧
侶
が
門
徒
宅
に
出
向
く
こ
と
は
、
門
徒
た
ち
の
心
得
違
い
を
糺
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
調
査
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
天
下
之
御
恩
道
之
一
筋
」
と
な
る
と
彼
ら
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
魚
講
は
国
家
支
配
を
代
行
す
る
場
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
正

当
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
正
当
化
の
仕
方
は
、
諸
宗
寺
院
法
度
に
あ
る
「
諸
宗
法
式
不
可
相
乱
」
と
い
う
条
文
を
僧
侶
だ
け
で
な
く

門
徒
に
ま
で
適
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
に
も
通
じ
て
い
き
、
門
徒
が
組
合
を
離
れ
る
こ
と
は
善
知
識
の
命
に
背
く
行
動
と
し
て
否
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
寄
講
に
お
け
る
真
宗
僧
侶
の
法
談
は
、
広
瀬
藩
の
場
合
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
公
認
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
福

岡
藩
で
は
小
輩
講
が
規
制
さ
れ
、
真
宗
門
徒
の
活
動
が
農
業
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
百
姓
が
遠
島
に
処
せ
ら
れ
る
事
件
が
宝
暦
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

年
に
起
こ
っ
て
い
る
し
、
福
井
・
加
賀
・
大
野
の
各
藩
で
は
夜
中
の
法
談
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
葬
祭
へ
の

関
与
や
寺
院
を
場
と
し
た
教
化
と
異
な
り
、
門
徒
に
よ
る
講
の
活
動
や
在
家
で
の
法
談
は
、
領
主
に
よ
る
公
認
が
得
ら
れ
に
く
か
っ
た
。
こ
う

し
た
中
、
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
た
ち
は
、
最
大
限
、
小
照
に
お
け
る
法
談
を
制
度
的
領
域
に
位
置
づ
け
る
論
法
を
駆
使
し
て
、
条
件
付
き
の
公

57　（547）



認
を
得
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
の
民
俗
を
め
ぐ
る
宗
教
者
の
抗
争
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し
か
し
、
小
君
の
公
認
は
、
観
音
講
や
日
待
講
な
ど
の
諸
講
を
、
費
え
の
多
い
遊
興
的
な
活
動
と
見
な
し
て
否
定
す
る
こ
と
と
表
裏
の
関
係

に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
真
宗
僧
侶
の
中
に
は
、
門
徒
が
こ
れ
ら
の
講
に
参
加
す
る
こ
と
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
者
も
現
れ
た
た
た
め
に
、
次
に

掲
げ
る
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
職
と
の
紛
争
に
ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
。

一
筆
啓
上
仕
候
、
然
者
当
午
ノ
借
方
広
瀬
従
　
御
上
様
被
御
出
候
御
法
度
差
詰
ハ
、
近
年
村
々
町
人
共
講
寄
と
名
論
寄
集
り
申
事
至
而
御
法
度
之
由
、
一
向

宗
門
徒
中
小
寄
三
儀
も
右
同
様
二
被
仰
附
候
趣
二
承
申
候
所
、
御
立
中
一
向
宗
寺
方
6
面
様
之
儀
色
々
御
願
立
被
成
魚
而
か
、
又
々
小
蒲
之
儀
壱
ヶ
年
二
一

度
ツ
・
仕
度
ハ
可
仕
落
由
、
9
し
か
し
組
合
を
究
メ
人
別
名
目
を
印
し
御
役
所
へ
願
出
候
而
小
論
可
仕
旨
御
上
様
被
仰
遣
候
爵
廻
文
二
相
聞
申
候
、
右
之
趣
午

ノ
閏
十
月
廿
八
日
か
こ
当
村
御
役
所
に
於
テ
庄
屋
年
寄
五
人
書
中
を
呼
寄
島
、
小
寄
り
導
入
割
御
上
様
御
情
文
二
誤
認
御
申
渡
シ
被
成
候
醐
り
二
、
当
御
役

所
へ
貴
僧
御
立
合
被
蓋
、
庄
屋
殿
年
寄
常
闇
上
座
麗
麗
、
五
人
忌
中
へ
貴
僧
御
申
渡
シ
寺
門
候
趣
聞
届
ケ
申
候
所
、
此
度
小
説
之
儀
ハ
御
上
様
6
急
度
御
免

補
導
仰
附
候
間
、
一
向
宗
門
徒
二
流
を
く
み
候
者
ハ
人
別
二
御
駕
寄
不
仕
候
而
ハ
不
相
成
魚
、
且
又
～
向
宗
風
門
徒
之
考
二
以
来
金
比
羅
講
・
大
仙
講
・
月

待
日
待
祈
念
祈
謄
事
ハ
不
仕
、
御
札
守
を
不
講
ケ
、
　
向
宗
門
徒
論
家
々
に
御
札
守
張
置
候
而
崇
敬
仕
流
儀
ハ
此
度
御
法
度
二
被
歳
出
候
問
、
御
小
寄
り
斗

り
仕
、
其
外
神
講
寄
事
も
今
日
謀
議
ノ
神
月
ノ
神
ヲ
祭
ル
事
も
一
向
宗
之
者
ハ
不
椙
成
御
法
度
二
候
間
、
以
来
右
様
之
神
祭
り
事
者
仕
闘
敷
候
由
、
御
役
所

庄
屋
年
寄
中
同
座
6
上
座
二
而
五
人
緯
中
へ
御
申
渡
シ
御
役
所
二
恩
其
趣
五
人
与
へ
請
合
セ
被
成
苗
由
、
五
人
与
之
中
ニ
儒
学
二
一
向
宗
之
軍
船
御
町
寄
り

斗
り
石
茸
外
月
待
日
待
祈
念
祈
薦
之
御
札
急
激
頂
戴
仕
候
事
解
誠
に
御
上
様
6
御
法
度
こ
も
御
座
候
哉
と
心
得
、
組
下
へ
御
公
用
も
同
様
二
右
討
入
割
急
度

申
付
候
五
人
与
も
有
之
候
、
又
ハ
御
上
様
御
法
度
二
蒲
御
座
有
間
敷
と
心
得
候
而
か
、
是
ハ
常
信
寺
6
か
様
被
面
罵
と
事
を
分
て
組
下
へ
申
渡
シ
五
人
組
も

有
之
由
、
評
判
取
々
二
承
候
、
猶
又
五
人
与
一
心
二
其
趣
組
下
百
姓
へ
急
度
申
渡
候
訳
ケ
盗
聞
届
ケ
申
越
匂
付
、
合
点
不
参
伜
ヲ
面
当
村
肝
頑
丈
兵
衛
殿
井

二
藍
兵
衛
江
掛
合
御
上
様
御
二
目
通
り
庄
屋
殿
に
御
伺
候
所
、
全
ク
御
條
目
逓
り
二
貴
僧
台
御
申
渡
し
諾
成
下
様
儀
一
向
に
相
見
へ
不
評
と
庄
屋
丈
兵
衛
殿
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井
善
兵
衛
殿
両
人
被
蓋
候
、
猶
又
厳
儀
も
御
賢
島
拝
見
仕
候
所
、
講
寄
と
名
付
願
ヒ
無
シ
に
数
多
寄
り
集
り
厳
儀
ハ
会
釈

日
待
祈
念
祈
禧
不
仕
、
御
札
守
頂
戴
崇
敬
仕
間
敷
尊
兄
一
向
宗
之
者
二
而
も
無
御
座
候
様
二
相
見
磯
際
懇
篤
、

座
候
ヘ
ハ
、
猛
士
貴
僧
私
之
言
附
二
而
ハ
御
座
有
間
敷
や
、
御
上
様
之
御
法
度
二
軍
御
座
候
ヘ
ハ
、
御
筆
分
り
も
御
座
可
有
事
二
奉
藩
候
、

　
　
　
　
御
上
様
6
御
法
度
二
而
、
月
待

猶
又
御
上
様
6
左
様
成
ル
御
筆
分
ケ
も
無
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
程
其
御
元
御

寺
内
二
而
御
法
座
論
ハ
旦
家
仏
事
法
座
二
も
右
様
之
訳
ケ
月
待
日
待
祈
念
祈
蒋
之
神
祭
御
札
守
等
請
ル
も
の
こ
而
無
イ
、
又
国
家
に
札
守
張
置
心
置
仕
ル
も

の
二
而
無
之
と
の
不
法
甥
御
進
国
威
替
蓋
訳
ケ
合
も
存
居
三
富
共
、
寺
内
旦
家
二
而
御
す
・
め
ハ
内
分
節
事
と
存
、
是
迄
ハ
指
捨
置
候
へ
共
、
此
度
ハ
御
役

所
庄
屋
年
寄
殿
二
瀬
掛
合
御
膳
留
被
成
候
ヘ
ハ
天
下
一
統
神
祭
事
神
祇
道
之
妨
二
相
成
ル
訳
合
、
私
家
代
々
之
神
職
障
り
二
相
成
型
御
申
被
成
候
御
心
底
難

斗
奉
存
候
、
依
而
御
聞
合
申
候
問
弥
右
之
趣
二
御
貰
留
被
成
ル
御
心
底
二
も
御
座
候
や
、
此
度
急
度
返
答
書
状
可
被
遣
候
、
奉
待
候
、
以
上

　
　
午
十
二
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
日
向

　
　
　
常
信
寺

　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
　
正
雲
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
奥
飯
石
に
あ
る
大
呂
村
の
常
信
寺
正
雲
は
、
広
瀬
藩
に
よ
っ
て
「
小
笹
」
の
許
可
が
下
り
た
後
の
天
明
六
年
閏
十
月
に
、

そ
の
旨
を
村
役
人
が
百
姓
た
ち
に
申
し
渡
す
場
に
立
ち
会
い
、
真
宗
門
徒
は
小
寄
に
参
加
す
べ
き
こ
と
と
と
も
に
、
金
比
羅
講
な
ど
で
祈
薦
を

し
な
い
こ
と
、
神
々
等
を
も
ら
わ
ず
家
に
も
張
ら
な
い
こ
と
、
日
の
神
や
月
の
神
を
祀
る
な
ど
「
神
祭
り
」
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
教
諭
し
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
呂
村
の
神
職
で
あ
る
山
本
日
向
は
、
広
瀬
藩
か
ら
の
令
達
に
は
月
待
・
日
待
な
ど
で
祈
薦
を
し
な
い
こ
と
や

神
札
を
崇
敬
し
な
い
こ
と
を
触
れ
た
箇
所
は
な
い
旨
を
述
べ
た
上
で
、
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
門
徒
に
勧
め
る
こ
と
は
「
内
分
之
事
」
と
し
て

こ
れ
ま
で
用
捨
し
て
き
た
が
、
藩
か
ら
の
通
達
と
合
わ
せ
て
申
し
渡
さ
れ
て
は
、
神
祇
道
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
抗
議
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
山
本
日
向
と
常
信
寺
正
雲
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
史
料
を
得
ら
れ
な
い

た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
後
、
山
本
日
向
は
大
呂
村
の
近
隣
に
あ
る
穴
見
村
の
氏
子
の
家
々
で
土
公
神
祭
（
竃
祓
い
と
想
定
さ
れ

る
）
を
強
行
し
、
俗
家
で
は
神
祭
り
を
し
な
い
と
す
る
真
宗
寺
院
や
門
徒
と
の
問
で
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
件
に
つ
い
て
は
、
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寛
政
元
年
四
月
に
広
瀬
藩
か
ら
幕
府
に
対
し
照
会
が
な
さ
れ
、
近
ご
ろ
一
向
宗
（
真
宗
）
の
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
法
談
の
場
で
夜
更
け
ま
で
寄

り
合
い
を
し
て
農
業
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
旨
が
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
真
宗
門
徒
に
も
神
事
を
受
け
さ
せ
神
職
の
職
分
を
保
障
し
た
い
と
の
旨

の
伺
い
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
幕
府
寺
社
奉
行
は
、
「
氏
神
之
義
二
而
も
、
信
仰
之
厚
薄
二
寄
候
聞
、
前
々
之
通
、
神
事
請
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

様
御
申
付
可
然
と
者
黒
黒
御
挨
拶
候
」
と
、
信
仰
は
百
姓
側
の
帰
依
次
第
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
帰
依
次
第
と
す
る
方
針
は
、
行
恒
村
の
竈

祓
い
一
件
に
お
け
る
天
明
四
年
の
幕
府
の
裁
定
と
同
じ
で
あ
り
、
岡
様
の
事
例
に
お
け
る
幕
府
の
態
度
は
一
貫
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
経
緯
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
窺
え
よ
う
。
ま
ず
、
日
待
や
観
音
講
へ
の
参
加
の
禁
止
や
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
の
遵
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
門
徒
に
誓
約
さ
せ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
前
出
で
も
触
れ
た
が
、
右
に
見
た
常
信
寺
正
雲
の
場
合
、
広
瀬
藩
か
ら
の
令
達
の
申
し
渡
し
と

合
わ
せ
て
教
諭
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
宗
風
の
徹
底
を
図
る
と
い
う
宗
派
の
方
針
も
領
主
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
と
、
広
瀬

藩
に
よ
る
小
寄
講
の
公
認
に
つ
い
て
常
信
寺
は
解
釈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
山
本
日
向
は
こ
の
よ
う
な
常
信
寺
の
所
業
に
つ
い
て
、
僧
侶
の
職
分
を
越
え
て
神
職
の
権
益
を
侵
害
し
た
行
為
と
捉
え
抗
議
し
た
の

で
あ
る
が
、
皮
肉
に
も
彼
自
身
に
よ
る
穴
見
村
門
徒
へ
の
神
事
強
行
に
つ
い
て
は
同
様
の
判
断
が
幕
府
か
ら
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
真
宗
僧

侶
側
の
宗
風
徹
底
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
そ
れ
が
強
制
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
本
山
か
ら
制
せ
ら
れ
た
り
、
領
主
か
ら
処
罰
さ
れ
た
り
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
よ
う
に
、
実
際
に
は
門
徒
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
領
主
公
認
の
宗
法
と
は
見
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
神
職
が
氏
子
の
家
々
で
行

う
神
事
に
つ
い
て
は
、
渡
橋
村
患
左
衛
門
の
一
件
に
お
け
る
松
江
藩
や
、
幕
府
に
穴
賢
村
の
一
件
に
つ
い
て
照
会
し
た
広
瀬
藩
の
よ
う
に
、
領

主
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
慣
習
と
し
て
公
認
し
よ
う
と
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
幕
府
レ
ベ
ル
で
は
宗
教
者
と
俗
人
と
の
問
で
相
対
で
処

理
す
べ
き
案
件
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
真
宗
教
団
に
お
け
る
小
寄
や
宗
風
の
教
導
だ
け
で
な
く
、
神
職
が
氏
子
の
家
々
で
行
う
神
事
や
配
札
も
非
制
度
的
な
社
会
領
域
に

お
け
る
活
動
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
政
治
権
力
の
中
枢
か
ら
は
周
縁
的
現
実
態
と
し
て
黙
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
近
世
後
期
に
な
る

と
、
広
瀬
藩
の
よ
う
に
領
主
側
に
は
こ
う
し
た
領
域
の
統
制
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
真
宗
教
団
側
は
幕
府
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近世真宗における神祇不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開（小林）

法
に
準
拠
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
で
小
寄
講
に
お
け
る
在
家
法
談
の
存
続
を
図
っ
た
が
、
こ
う
し
た
論
法
の
使
用
は
、
僧
侶
が
門
徒

に
対
し
て
小
早
講
へ
の
参
加
や
宗
風
の
徹
底
を
義
務
づ
け
る
姿
勢
を
と
る
こ
と
を
助
長
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
実
際
、
石
見
国
書
原
村
の
事
例
で

も
、
門
徒
の
家
に
張
っ
て
あ
っ
た
神
器
を
撤
去
し
た
清
光
寺
は
そ
の
家
を
小
鷺
檀
那
と
し
て
い
た
寺
院
で
あ
っ
た
。
檀
那
寺
で
は
な
い
寺
院
が
、

預
か
り
門
徒
と
の
関
係
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
小
聴
講
が
教
団
公
認
の
教
化
活
動
の
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
そ
、
そ
の
象
徴
と
し
て
宗
風
の
徹
底
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
神
職
の
側
と
し
て
は
こ
う
し
た
事
態
が
進
展
す
れ
ば
、
自
ら
の
活
動
領
域
が
狭
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
行
恒
村
の
神
職
石

崎
中
務
の
よ
う
に
、
神
事
励
行
の
指
示
が
領
主
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
す
な
わ
ち
公
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
行
為
と
し
て
竃
祓

い
を
執
行
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
崎
に
よ
れ
ば
、
「
宗
方
ハ
未
来
、
神
祇
道
ハ
現
世
之
義
二
候
間
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

寄
（
帰
）
依
と
申
義
占
有
間
違
（
敷
力
）
儀
」
な
の
で
あ
っ
て
、
真
宗
門
徒
で
あ
る
百
姓
も
神
社
の
氏
子
で
あ
る
以
上
、
村
の
家
々
全
体
で
五

穀
成
就
を
祈
る
公
的
な
祭
祀
と
し
て
竈
祓
い
は
執
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
神
職
や
神
君
を
配
る
御
師
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
小
寄
草
や
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
自
体
が
秩
序
に
反
す
る
行
い
と
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

明
和
四
年
の
江
戸
に
お
け
る
土
蔵
秘
事
（
土
蔵
に
隠
れ
て
念
仏
を
唱
え
る
な
ど
、
秘
密
裏
に
伝
え
ら
れ
た
浄
土
真
宗
の
異
端
信
仰
）
摘
発
を
受
け
、
徳

島
藩
領
で
配
札
を
行
っ
て
い
た
伊
勢
神
宮
の
御
師
で
あ
る
八
木
長
太
央
は
、
「
在
方
請
相
之
旦
那
千
軒
置
斗
有
之
候
処
、
御
祓
ハ
受
業
申
暦
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

受
申
輩
数
多
有
之
、
此
鷲
土
蔵
秘
事
之
類
葉
二
而
茂
有
之
様
二
申
出
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
暦
だ
け
を
受
け
取
り
御
祓
（
質
札
）
を
受
け
な
い

真
宗
門
徒
に
つ
い
て
土
蔵
秘
事
同
様
の
者
と
し
、
御
祓
を
受
け
取
る
よ
う
指
示
す
る
触
書
を
出
す
よ
う
、
恐
ら
く
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
銀
札
の
受
納
が
異
端
で
な
い
こ
と
の
表
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
同
じ
く
土
蔵
秘
事
の
摘
発
を
契
機
に
し
て
起
こ
っ
た
浜
田
の
宗
論
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
小
首
講
に
つ
い
て
も
、
文
化
年
間
に
奥
飯
石
に
来
訪
し
た
矢
野
左
倉
太
夫
と
い
う
神
道
講
釈
師
は
、
年
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
未
払
い
や
徒
党
の
謀
議
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
と
盛
ん
に
吹
聴
し
真
宗
の
法
談
を
攻
撃
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
宗
僧
侶
が
宗
意
を
教

導
し
て
異
安
心
や
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
締
り
を
行
い
、
宗
風
を
徹
底
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
小
寄
講
は
、
利
害
を
異
に
す
る
宗
教
者
か
ら
は
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全
く
正
反
対
の
解
釈
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
紛
争
事
例
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
、
小
寄
講
、
森
神
の
祭
祀
、
家
々
で
の
竈
祓
い
、
神
札
の

家
内
設
置
な
ど
の
民
俗
的
事
象
に
対
す
る
政
治
権
力
の
態
度
は
曖
昧
で
、
基
本
的
に
は
積
極
的
な
介
入
は
避
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
利

害
を
異
に
す
る
宗
教
者
の
問
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
が
関
わ
る
側
面
に
つ
い
て
の
み
政
治
的
支
配
秩
序
へ
の
位
置
づ
け
を
図
る
解
釈
を
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
の
側
面
の
秩
序
逸
脱
的
な
性
格
を
強
調
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
互
い
に
争
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
実
態
は
双
方

の
解
釈
と
は
当
然
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
台
講
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
奥
飯
石
の
法
中
が
言
う
組
合
は
、
先
行
研
究
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
般
的

に
は
講
中
と
呼
ば
れ
る
百
姓
た
ち
の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
僧
侶
の
法
話
を
聴
聞
す
る
「
小
畔
」
は
そ
の
活
動
の
一
側
面

に
過
ぎ
な
い
。
講
中
の
規
約
で
は
、
葬
式
に
関
す
る
規
定
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
屋
根
の
葺
き
替

え
に
際
し
て
の
相
互
扶
助
や
、
講
中
の
成
員
を
分
割
す
る
な
ど
し
て
田
植
え
組
も
編
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
恵
比
須
社
な
ど
の
祭

礼
組
織
の
単
位
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
稿
で
す
で
に
触
れ
た
他
藩
の
例
か
ら
も
、

寺
院
住
職
で
は
な
い
旅
僧
や
弟
子
僧
が
講
の
寄
合
で
法
談
し
た
り
、
俗
人
だ
け
で
語
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
は
実
態
と
し
て
多
く
あ
っ
た
と
考

　
　
　
㊧

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
小
量
」
が
行
わ
れ
る
講
中
は
果
た
す
機
能
に
よ
っ
て
分
節
化
も
可
能
な
住
民
の
結
合
組
織
で
あ
り
、
関
わ
る
宗

教
者
の
性
格
に
よ
っ
て
種
々
の
様
相
を
呈
す
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
児
玉
b
論
文
一
八
三
頁
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
（
㎎
江
津
市
誌
輪
上
巻
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
七
八
頁
）
。

②
前
掲
は
じ
め
に
注
⑨
児
玉
a
著
書
参
照
。

③
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
参
照
。

④
天
明
三
、
八
年
、
天
保
七
年
が
凶
作
の
影
響
を
受
け
た
年
で
あ
る
こ
と
は
思
う

　
ま
で
も
な
い
が
、
寛
政
二
、
三
年
は
寛
政
の
改
革
期
で
諸
藩
も
倹
約
令
な
ど
を
通

　
達
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
浜
田
藩
も
寛
政
三
年
に
は
、
包
括
的
な
倹
約
令
を
出

⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
扁
（
明
眼
専
蔵
）
。

⑥
同
右
。

⑦
同
色
史
料
中
の
天
明
六
年
閏
十
月
七
日
の
大
与
頭
以
下
三
人

　
の
三
沢
の
書
状
に
よ
る
。

⑧
コ
宗
二
分
派
記
」
（
明
眼
寺
蔵
）
。

（
郡
役
人
）
宛
て
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⑨
　
同
右
。

⑩
同
右
。

⑪
　
前
掲
注
⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
に
は
、
明
和
四
年
の
浜
田
宗
論
時
の
史
料
で

　
あ
る
「
石
見
公
事
北
諸
記
」
が
引
か
れ
て
お
り
、
寛
睦
の
寺
社
奉
行
へ
の
回
答
の

　
中
に
同
趣
旨
の
発
言
が
あ
る
。

⑫
前
掲
注
⑥
「
講
寄
小
藩
弁
鋼
記
偏
。

⑬
前
掲
注
⑧
＝
宗
二
分
派
記
」
。

⑭
前
掲
注
⑤
「
講
寄
小
寄
弁
別
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
院
宣
は
左
の
通
り
。

　
　
　
親
鶯
聖
人
門
流
者
非
二
諸
国
横
行
之
類
一
在
家
止
住
之
土
民
等
ノ
勤
行
之
條

　
　
　
為
国
無
費
為
人
無
煩
所
申
非
無
量
謂
之
間
所
被
免
許
如

　
　
　
参
議
有
房

　
　
　
　
嘉
元
元
年
正
月

　
　
　
　
　
　
親
鷲
聖
人
門
弟
中

　
　
こ
の
院
宣
は
、
嘉
元
元
年
の
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
～
向
衆
停
止
の
際
に
唯
善
が
偽

　
作
し
た
文
書
に
手
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
『
本
願
寺
史
』
第
一
巻
、
浄
土

　
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
、
一
九
六
一
年
、
一
五
七
頁
）
。

⑮
前
掲
注
⑤
「
講
悪
説
寄
弁
別
記
」
。

⑯
鷺
山
智
英
「
（
史
料
紹
介
）
宝
暦
年
聞
筑
前
に
お
け
る
真
宗
門
徒
農
民
の
遠
島

　
処
分
に
つ
い
て
」
（
噸
研
究
所
報
㎞
六
、
兵
庫
大
学
附
属
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）

⑰
有
元
正
雄
噌
近
世
日
本
の
宗
教
社
会
史
㎞
（
吉
辮
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
三

　
一
四
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

⑱
明
眼
寺
蔵
。

⑲
欄
三
奉
行
問
答
㎞
（
東
京
創
文
社
、
一
九
九
七
年
〉
一
〇
〇
号
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
を
参
照
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
⑥
拙
稿
。
寛
政
三
年
の
浜
田
藩
、
安
政
五
年
の
松
江
藩
領
山

　
口
村
の
海
胆
な
ど
。

⑫
　
児
玉
識
は
箭
掲
は
じ
め
に
注
⑨
著
書
a
で
、
け
き
ょ
う
制
の
成
立
と
の
関
わ
り

　
で
、
門
徒
側
の
意
向
に
沿
う
か
た
ち
で
僧
侶
が
宗
風
の
遵
守
を
説
い
た
と
述
べ
て

　
い
る
が
、
教
団
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
い
う
観
点
は
な
い
。

⑬
　
前
掲
第
一
章
注
⑧
「
天
明
四
年
辰
八
月
行
恒
村
社
官
二
陣
宗
出
入
二
四
書
付

　
写
也
」
。

⑳
前
掲
第
一
章
注
⑤
「
諸
国
所
々
江
遣
韻
書
鼠
輩
」
掲
載
の
阿
波
東
光
寺
殿
法
中

　
宛
本
山
役
人
書
状
（
明
和
四
年
二
月
晦
日
附
）
を
参
照
。

⑳
　
明
和
四
年
の
江
戸
に
お
け
る
土
蔵
秘
事
の
風
聞
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
浄
土
真

　
宗
に
つ
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
同
然
と
の
風
評
が
立
っ
た
こ
と
が
、
浜
田
宗
論
の
き
っ

　
か
け
で
あ
っ
た
（
前
掲
第
一
章
注
⑨
『
浜
田
九
ヶ
条
宗
論
』
）
。

⑯
　
前
掲
第
一
章
注
⑳
拙
稿
を
参
照
。

⑳
　
真
宗
僧
侶
が
、
森
神
の
祭
祀
を
邪
神
を
祀
る
淫
祀
で
あ
る
と
し
て
斥
け
て
い
た

　
の
は
第
一
章
の
事
例
を
通
じ
て
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
安
丸
が
示

　
し
た
異
端
的
な
も
の
の
序
列
は
、
仏
教
勢
力
以
外
の
視
点
に
寝
つ
い
て
お
り
、
本

　
稿
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
般
化
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

　
（
前
掲
は
じ
め
に
注
③
参
照
）
。

⑳
　
喜
多
村
正
「
石
見
山
間
地
域
の
ム
ラ
と
村
落
組
織
－
旭
町
・
瑞
穂
町
市
木
の

　
コ
ウ
ジ
ュ
ウ
ー
」
（
欄
社
会
文
化
論
集
㎞
一
、
島
根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学

　
科
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

⑳
前
掲
は
じ
め
に
注
④
拙
稿
を
参
照
。
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3

奥
飯
石
に
お
け
る
宗
教
施
設
と
宗
教
者
の
関
係

64　（554）

（［

j
　
仏
教
勢
力
の
特
徴

　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
寺
院
数
で
は
浄
土
真
宗
が
優
勢
で
あ
っ
た
地
域
で
も
、
地
域
の
住
民
は
真
宗
の
門
徒
で
あ
る
と
同
時
に
神
社
の
氏
子

で
も
あ
り
、
ま
た
結
成
し
た
講
中
の
組
織
も
宗
教
者
と
の
関
わ
り
次
第
で
種
々
の
様
相
を
呈
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
様
相

は
地
域
に
お
け
る
宗
教
施
設
や
宗
教
者
の
存
在
状
況
に
規
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
奥
飯
石
の
広
瀬
藩
領
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

宗
教
施
設
や
信
仰
対
象
、
管
轄
す
る
宗
教
者
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
で
あ
る
「
飯
石
郡
弐
拾
壱
ヶ
斎
堂
社
合
帳
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
宗
教
的
社
会
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
が
頻
発
し
た
背
景
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
本
史
料
の
性
格
か
ら
説
明
す
る
。
こ
の
史
料
は
、
も
と
も
と
文
化
五
年
（
辰
）
霜
月
二
日
の
写
し
を
、
明
輝
寺
十
五
世
の
龍
匡
が
嘉

永
二
年
十
二
月
掛
畑
村
の
讃
岐
屋
か
ら
借
り
受
け
写
し
た
も
の
で
、
中
は
次
の
よ
う
に
八
ヶ
村
と
十
三
ヶ
村
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
一
冊
に
綴

じ
ら
れ
て
い
る
。

　
八
ヶ
村
　
　
赤
名
下
赤
名
上
来
島
真
木
小
田
　
野
萱
佐
見
　
下
来
島

　
十
三
ヶ
村
　
頓
原
　
花
栗
　
長
谷
　
獅
子
　
八
神
　
角
井
　
志
津
見
　
畑
　
大
路
　
八
幡
　
穴
見
・
竹
尾
・
入
間
　
刀
根
　
都
賀
々
・
朝
谷
（
但
し
行
政
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
穴
見
・
入
問
・
竹
尾
と
、
都
加
賀
・
民
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
～
ヶ
村
と
し
て
扱
わ
れ
た
）

　
但
し
、
こ
の
う
ち
、
都
賀
々
・
民
音
は
記
載
内
容
に
欠
落
が
あ
る
た
め
、
奥
飯
石
全
体
を
網
羅
で
き
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、
そ
の
外
の

村
に
関
し
て
は
、
氏
神
、
諸
社
、
森
神
、
神
祠
、
寺
院
、
仏
堂
な
ど
に
つ
い
て
、
場
所
、
管
轄
す
る
宗
教
者
、
建
物
の
規
模
、
祭
神
、
本
尊
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
な
記
載
が
あ
り
、
村
に
よ
っ
て
は
家
数
・
人
数
・
牛
馬
数
な
ど
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
ヶ
村
分
の
記
載
の

後
に
、
「
右
之
通
八
ヶ
村
高
曲
乗
帳
如
此
御
座
候
　
文
化
四
年
卯
十
一
月
書
出
し
」
と
あ
り
、
本
文
に
も
「
当
卯
」
と
い
う
文
言
が
頻
出
す
る
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表1　寺院一覧表

村名 宗派 山号 毒墨銀 本　尊 本　　　寺

一向宗 高林坊 阿弥陀如来 下赤名村蓮光寺（支配とあり）
赤　名

禅　宗 仏日山 大光寺 観世音菩薩 下赤名村明窓院（支配とあり）

禅　宗 良田山 明窓院 聖観音 周防国富田村龍文寺

禅　宗 円通山 安養寺 聖観音 下赤名村明窓院

臼蓮宗 栄呂山 妙法奪 板曼陀羅 京都妙顕寺

一向宗 雲龍山 蓮光寺 阿弥陀如来 赤名村西蔵毒

下赤名 真言宗 密久山 恵巌寺 不動明王 紀州高野山高台院

一向宗 明晴山 西蔵寺 阿弥陀如来 三次照林坊

浄土宗 山中寺 京都知恩院

一向宗 小瀧山 安楽寺 阿弥陀如来 備後高野山金秀寿

一向宗 古謡山 真向寺 阿弥陀如来 赤名村西蔵毒

上来島 一向宗 梅雲山 福蔵坊 阿弥陀如来 赤名村西蔵寺

真　木 一向宗 （末庵） 阿弥陀如来 下赤名村蓮光寺

一向宗 （末庵） 阿弥陀如来 赤名村西蔵寺
小　田

一向宗 光栄山 西雲寺 阿弥陀如来 備後高野山金秀寺

野　萱 一向宗 西光坊 阿弥陀如来 赤名村西蔵毒

佐　見 一向宗 正念寺 阿弥陀如来

禅　宗 龍雲山 万善寺 千手観音 備後州奴可郡川東千本寺

下来島 一向宗 法雲山 西蓮坊 阿弥陀如来 赤名村西蔵寺

一向宗 仏柑山 宝積寺 阿弥陀如来 下来島村西蓮坊

禅　宗 養力舳 浄土寺 防弥陀如来 下赤名村明窓院

禅　宗 金沙山 観音寿 阿弥陀如来 入問村長栄寺

頓　原 一向宗 無量山 一念寺 阿弥陀如来 赤名村西蔵寺

一向宗 虎体山 西正寺 阿弥陀如来 赤名村西蔵寺

一向宗 光聚山 乗空寺 阿弥陀如来 赤名村西蔵寺

一向宗 法水山 永明寺 i；嘩弥陀如来 八神村明眼専

長　谷 一向宗 報慰寺 阿弥陀如来 中来島村西雲寺

禅　宗 丈本寺 虚空蔵菩薩 頓原村浄土寺

浄土宗 江良由 聚福寺 阿弥陀如来 赤名村山申奪

入　神 一向宗 慧日山 明眼寺 阿弥陀如来 西本願寺

禅　宗 瑞松山 慶雲寺 釈迦如来 石州銀山御料週摩郡大森栄泉寺

～向宗 王林山 明覚毒 阿弥陀如来 石州多根村西善寺

一向宗 光輝山 法林崇 阿弥陀如来 入神村明眼寺
角　井

一向宗 真行寺 阿弥陀如来 石州多根村西善春

禅　宗 威長山 安楽寺 阿弥陀如来 松江御領山口村瑞応寺

禅　宗 寿福山 本覚寺 釈迦如来 石州大森栄泉寺

禅　宗 徳本山 光明寺 阿弥陀如来 紀州新宮熊野山金龍寺
畑

～向宗 三E泉山 浄円毒 阿弥陀如来 備後高田郡般木専教寺

一向宗 森尾山 好善寺 阿弥陀如来 八神村明眼寺

大　路 一向宗 光栄山 常信寺 阿弥陀如来 八神村明眼毒

穴　見 ～向宗 潤徳山 憲信寺 阿弥陀如来 頓原村一念寺

入　間 禅　宗 徳寿山 長栄寺 釈迦如来 京都妙心寺
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表2　仏堂を支配する寺院と宗派

宗　派 支　酉己 堂　　　名 数 合　計

観音堂 7

十王堂 2

松堂 1

慶雲奪 神宮寺 1 43

地蔵堂 21

毘沙門堂 1

薬師堂 10

光明寺 観音堂 1 1

観音堂 ll

富之前 1

虚空蔵堂 1

釈迦堂 1

拾王堂 1

十王堂 1

浄土専
大日堂 1

43

地蔵堂 11

銀守堂（金毘羅大権現） 1

毘沙門堂 4

薬師堂 7

六地蔵堂 3

阿弥陀堂 3

観音堂 19

観音堂（光明山泉生寺） 1

虚空蔵堂 1

禅　宗 子安堂 1

大日堂 1

長栄寺
地蔵堂 7

39

辻堂 1

堂本尊（薬師，阿弥陀，観音〉 1

馬頭堂 1

毘沙門堂 1

薬師堂 2

地蔵堂 9

本覚寺 毘沙門堂 1 14

薬師堂 4

阿弥陀堂 2

観音堂 11

釈迦堂 1

万善寺 地蔵堂 15 37

馬頭観音塚 1

薬師堂 6

六地蔵 1

阿弥堂 1

観音堂 5

大地蔵堂 1

明窓院 地蔵堂 3 13

薬師庵 1

薬師堂 1

六地蔵 1

地蔵堂 5
浄土宗 山中毒

薬師堂 1
6

臼蓮宗 妙法寺 七面堂 1 1

（神職） 峯壱岐 大目如来 1 1

小田村正八
ｦ宮境内

（神宮寺と
ﾌ伝承）

堂（阿弥陀如来） 1 1

総計 199

66　（556）
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の
で
、
文
化
四
年
目
一
八
〇
七
）
に
恐
ら
く
広
瀬
藩
に
提
出
さ
れ
た
書
上
帳
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ち
お
う
文
化
四
年
時

点
に
お
け
る
奥
飯
石
村
々
の
信
仰
対
象
と
宗
教
者
を
網
羅
的
に
把
握
で
き
る
史
料
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
う
し
た
前
提
で
、
以
下
、
史
料
の
記
載
情
報
を
も
と
に
作
成
し
た
表
に
即
し
て
検
討
の
結
果
を
示
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
表
一
は
仏
教

寺
院
の
｝
覧
で
あ
る
が
、
一
向
宗
（
浄
土
真
宗
）
が
二
六
ヶ
寺
で
六
二
％
、
禅
宗
が
十
二
ヶ
寺
で
二
九
％
、
浄
土
宗
が
二
ヶ
寺
で
五
％
、
真
言

宗
と
日
蓮
宗
が
一
ヶ
寺
ず
つ
で
そ
れ
ぞ
れ
二
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
浄
土
真
宗
寺
院
が
過
半
を
占
め
数
的
優
位
に
立
ち
、
そ
の
外

は
殆
ど
が
禅
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
寺
院
の
う
ち
、
学
名
の
西
蔵
寺
の
末
寺
が
八
つ
（
孫
宋
寿
を
含
め
る
と
　

一）

A
八
神
の
明
眼
寺
の
末
寺
が
四
つ
あ
り
、
西
蔵
寺
と
血
眼
寺
は
奥
飯
石
に
お
け
る
有
力
な
寺
院
と
し
て
触
頭
（
法
頭
）
を
務
め
る
な
ど
し
て

い
た
。
な
お
、
神
社
祭
祀
に
関
わ
る
こ
と
の
多
い
真
言
宗
・
天
台
宗
な
ど
の
密
教
系
寺
院
の
勢
力
は
微
弱
で
あ
っ
た
。

　
次
に
表
二
は
、
地
蔵
堂
や
観
音
堂
な
ど
の
角
々
に
あ
っ
た
仏
堂
を
支
配
す
る
宗
教
者
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
職
の
峯
壱
岐
が
支

配
す
る
大
日
如
来
が
一
つ
上
来
島
村
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
の
仏
堂
は
ほ
と
ん
ど
が
禅
宗
の
寺
院
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
地
域
で
多
数
を
占
め
た
真
宗
寺
院
の
僧
侶
は
こ
れ
ら
の
支
配
に
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
神
々
の
多
さ
と
神
職

　
さ
ら
に
神
社
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
表
三
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
村
の
氏
神
ク
ラ
ス
は
神
職
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
僧
侶
に
よ
る
支
配
社
は

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
も
密
教
系
僧
侶
の
少
な
さ
と
表
裏
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
氏
神
境
内

の
社
や
境
外
の
神
祠
、
荒
神
、
水
神
、
大
歳
神
、
種
々
の
森
神
な
ど
へ
の
関
与
で
も
同
様
で
、
ほ
と
ん
ど
が
神
職
に
よ
っ
て
お
り
、
寺
院
僧
侶

の
事
例
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
下
赤
名
村
に
あ
っ
た
真
言
宗
の
恵
巌
寺
支
配
の
愛
書
（
宕
力
）
大
権
現
と
日
蓮
宗
の
妙
法
寺
支
配
の
妙
見
大
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

神
以
外
は
、
玉
来
島
村
の
禅
宗
万
善
寺
境
内
に
荒
神
社
と
稲
荷
社
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
で
き
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
表
三
に
あ
る

よ
う
に
、
村
の
氏
神
に
複
数
の
神
職
が
奉
仕
す
る
例
が
小
田
・
野
萱
、
頓
原
、
竹
尾
・
入
間
な
ど
で
見
ら
れ
る
が
、
表
四
か
ら
は
、
小
社
・
小
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祠
の
類
に
つ
い
て
は
彼
ら
が
分
担
し
て
神
事
に
関
与
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
頓
原
の
八
幡
宮
は
油
来
（
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
）
五
ヶ
村
を
氏
下
と
す
る
大
社
で
あ
っ
た
た
め
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
は
景
山
藤
慧
（
恵
）
・
松
原
織
衛
の
一
一
人
で
務
め
、

職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
外
に
も
懸
守
鍵
取
と
し
て
景
山
筑
前
、
鞍
取
と
し

神と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
景
山
権
之
正
が
務
め
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
景
山
筑

吐判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
を
除
く
三
人
と
、
花
栗
村
の
神
職
景
山
掃
部
の
四
人

氏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
頓
原
・
花
栗
・
長
谷
各
村
内
の
小
社
・
二
神
の
神

ヨ表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
執
行
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
で
検
討
し
た
事
柄
を
個
別
の
村
に
即
し
て
見
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
表
屋
の
大
呂
村
の
よ
う
な
状
況
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
同
村
に
は
浄
土
真
宗
の
常
信
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
ヶ
寺
が
あ
っ
た
が
、
辻
堂
の
支
配
に
は
他
村
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
禅
宗
の
長
栄
寺
し
か
関
与
せ
ず
、
一
方
、
氏
神
を
は

じ
め
と
す
る
社
祠
・
森
神
に
つ
い
て
は
、
全
て
を
神
職
の
山
本
日
向
が
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
宗
が
寺
院
に
阿
弥

陀
如
来
を
本
尊
と
し
て
安
置
す
る
以
外
は
余
神
獣
仏
に
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、
仏
堂
の
支
配
は
主
に
禅
宗
寺
院
が
、
神
祠
の
支
配
は
神
職
が
そ

れ
ぞ
れ
担
当
す
る
と
い
う
の
が
、
奥
飯
石
の
地
域
で
は
一
般
的
な
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
有
元
正
雄
が
指
摘
す
る
「
真
宗
篤
信
地
帯
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
は
「
職
業
的
宗
教
人
の
構
成
が
単
純
」
と
い
う
事
態
が
よ
く
当
て
は
ま
る
と
争
え
よ
う
。
特
に
、
密
教
系
の
僧
侶
が
少
な
く
、
修
験
者
（
山

伏
）
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
点
に
そ
う
し
た
傾
向
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

村　名 神　社　名 宗　教　者

赤　名 正心幡宮 倉橋美濃

小　田 正八幡宮 長里信濃，峯壱岐

野　萱 正八幡宮 長里信濃，峯壱岐

佐　見 龍王富 松原美織

頓　原 八幡宮
神職∫巽山藤慧，同　松原織衛

I守景山筑前，鞍取景山権之正

花　粟 大日大明神 景山掃部

獅　子 劔大明神 橋本王井

八神 雨大明神 橋本王井

角　井 正八幡宮 勝部伊勢頭

志津見 明輝大明神 勝部主水

畑 劔大明神 服部伊勢頭

大　路 川内大明神 山本目向

八幡村 熱田大明神 山本築後

歯　見 天満宮 山本市正

竹　尾 八重山三社権現 春日但馬，伊達佐魂

入　間 天満窟 羅臼但馬，伊達佐魂

刀　根 劔大明神 橋本王井

都賀々 正八幡宮 勝部伊勢頭．

民　谷 王子権現 不　明
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　　　　　　　　　　　　　表4　神職による支配社・神祠

支　　　配
村　名 社　　名

景山権之正 景山掃部 景山藤恵 松原織衛
総　計

金屋子神 2 2

熊野権現 1 1

権　現 1 1

荒神森十三ケ所 1 1

花　栗 11榊七ケ所 1 1

水神森十三ヶ所 1 1

地主森七ケ所 1 1

八面大明神 1 1

龍　岩 1 1

花栗計 10 10

稲荷大明神 1 1

金屋子神 3 3

荒　神 1 1

荒神十三ケ所 1 1

長　谷 神森十五所 1 1

水神森十五ケ所 1 1

大歳神 2 2

地神森九ケ所 1 1

道祖神 2 2

長谷計 13 13

伊勢宮 1 1

稲荷大明神 1 1

山　神 1 1

神森三十九ヶ所 2 2

頓　原
神森三十五ケ所 2 2

神森二十八ヶ所 2 2

大神権現 1 1

武知権現 1 1

頓原計 7 2 2 11

頓原町　　三三須神社 1 1

頓原町言卜 1 1

総　　　計 7 10 16 2 35

69　（559）



表5　大呂村の宗教施設一覧

施設種類 施設名 所　在 支配／本寺

氏　神 川内大明神 西山中

高儀大明神

正八幡宮

三二社

荒神森四拾七ケ所

水神拾壱ヶ所 山本日向
社　祠

山神八ケ所

御崎弐ケ所

金崖子神森壱ケ所

王垣森壱ケ所 古宮トコ

荒神森弐ケ所 ハコウ

毒　院 常信寺（浄土真宗） 本寺は明眼寺

地蔵堂 キジヤ

地蔵堂 キジヤ

観音堂 上　田

観音堂 善正寺

観音堂 ニハソリ

阿弥陀堂 東山中カナラ

観音堂 西山中丁子

辻　堂 阿弥陀堂 ナンドコロ
入問村長栄寺

i禅宗）

地蔵堂 コブシ

薬師堂 下かじゃ

観音堂 ツクダ

観音堂 川　上

地蔵堂 大内タハ

子安堂 カジヲ

馬頭堂（観音力） ノボリヲ

　
尤
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

次
に
見
る
よ
う
な
広
瀬
藩
の
政
策

も
影
響
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

修
験
職
代
々
之
家
筋
ハ
格
別
、

新
二
修
験
を
取
立
候
儀
不
相
節

候
、
仮
令
其
村
二
有
来
候
家
た

り
と
も
及
退
転
居
候
分
者
取
立

不
相
成
候
、
弟
子
取
立
自
分
之

名
代
為
勤
候
儀
ハ
格
別
、
弟
子

他
村
江
出
職
決
而
不
相
成
候
、

釜
祓
湯
清
送
り
祈
薦
日
待
月
待

井
戸
清
家
札
等
儀
前
々
椰
子
来

有
之
事
二
候
得
者
、
修
験
社
家

惣
方
不
作
法
無
之
様
可
致
候
、
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⑤

修
験
社
家
二
而
茂
二
男
6
者
其
職
不
致
候
得
者
可
為
百
姓
同
様
候
、

　
右
は
広
瀬
藩
の
郡
奉
行
が
天
明
八
年
八
月
に
奥
飯
石
の
村
役
入
に
申
し
渡
し
た
覚
え
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
修
験
に

つ
い
て
は
新
規
の
取
り
立
て
を
停
止
し
、
絶
家
し
た
場
合
で
も
相
続
者
を
立
て
な
い
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
竈
祓
い
や
日
待
・
月

待
の
祈
疇
を
担
当
す
る
宗
教
者
と
し
て
は
、
修
験
と
と
も
に
社
家
（
神
職
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
修
験
は
次
第
に
減
少
し
社
家
が
家
々
で
の
発
墨
を
担
当
す
る
状
態
に
一
本
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
態
が
進
行
し
た
可
能
性
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⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
高
い
。
ま
た
、
　
般
に
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
神
職
が
少
な
い
と
さ
れ
、
実
際
に
北
陸
地
方
な
ど
で
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

奥
飯
石
で
は
一
五
名
の
神
職
（
棚
守
を
除
く
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
比
較
的
多
い
（
表
三
を
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
を

め
ぐ
っ
て
紛
争
が
起
こ
る
場
合
、
真
宗
僧
侶
の
相
手
と
し
て
は
も
っ
ぱ
ら
神
職
が
登
場
す
る
理
由
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
過
程
と
地
域
的
特
徴

を
背
景
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
と
こ
ろ
で
、
有
元
正
雄
は
「
真
宗
篤
信
地
帯
」
に
お
い
て
は
、
民
俗
的
諸
行
事
の
多
く
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
当
時
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
飯
石
郡
弐
拾
壱
ヶ
村
堂
社
合
帳
」
に
見
ら
れ
る
信
仰
対
象
の
状
況
の
特
微
と
し
て
指
摘
で

き
る
の
は
、
地
蔵
、
観
音
な
ど
の
仏
堂
の
多
さ
と
と
も
に
、
小
社
、
祠
、
森
神
の
彩
し
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
頓
原
村
に
限
る
と
、
表
面
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
「
神
森
」
だ
け
で
「
百
弐
拾
ヶ
所
」
も
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
を
三
人
の
神
職
で
分
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
四
・
五
か
ら
は
、

伊
勢
、
稲
荷
、
恵
美
須
、
金
屋
子
な
ど
の
勧
請
神
も
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
と
く
に
こ
の
地
域
で
盛
ん
で
あ
っ
た
製
鉄
の
守
護
神
で
あ
る

金
屋
子
神
は
他
村
で
も
目
立
つ
。
広
瀬
藩
に
よ
る
天
明
六
年
の
講
寄
規
制
の
際
に
は
、
真
宗
寺
院
側
か
ら
「
観
音
講
、
日
待
講
、
月
待
講
、
庚

申
待
講
、
恵
美
須
講
、
金
毘
羅
講
」
が
旦
ハ
体
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
（
第
二
章
参
照
）
、
こ
の
よ
う
な
講
が
存
在
す
る
背
景
に
は
、

観
音
堂
の
よ
う
な
堂
舎
や
恵
美
須
の
神
祠
の
地
域
に
お
け
る
存
在
が
あ
り
、
荒
神
、
山
神
、
大
歳
な
ど
の
竜
神
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
た
び
た
び

起
こ
る
理
由
に
も
、
こ
れ
ら
の
濃
密
な
残
存
と
い
う
状
況
が
む
し
ろ
想
定
で
き
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
森
神
な
ど
の
在
来
の
信
仰
対
象
に
加
え
、
近
世
後
期
に
お
け
る
寺
社
参
詣
の
隆
盛
も
関
係
し
て
、

伊
勢
、
金
比
羅
な
ど
の
勧
請
神
が
増
加
す
る
と
い
う
事
態
は
、
真
宗
優
勢
地
帯
で
あ
る
奥
飯
石
で
も
進
展
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
真
宗
の
僧
侶
た
ち
は
、
小
斎
を
通
じ
て
講
中
・
組
合
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
宗
風
を
徹
底
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
門
徒

を
他
講
の
寄
合
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
真
宗
僧
侶
が
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
神
々
へ
の
関
与

を
ほ
ぼ
独
占
し
自
立
し
て
い
た
神
職
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
着
眼
寺
蔵
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
『
頓
原
町
誌
歴
史
甑
（
頓
原
町
、
二
〇
〇
四
年
）
第
四
章
近
世
を
参
照
。

71 （561）



③
　
真
宗
僧
侶
が
神
社
祭
祀
に
関
与
す
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
点
に
つ
い

　
て
は
、
前
掲
第
二
評
注
⑰
有
元
著
誉
二
九
〇
頁
、
あ
る
い
は
久
田
松
和
則
『
キ
リ

　
シ
タ
ン
伝
来
地
の
神
社
と
信
仰
輪
（
富
松
神
社
再
興
四
百
年
事
業
委
員
会
、
二
〇

　
〇
二
年
）
第
三
章
第
二
節
な
ど
を
参
照
。

④
　
前
掲
第
二
章
注
⑰
有
元
著
書
二
九
四
頁
。

⑤
「
役
人
共
著
申
渡
覚
」
（
島
根
県
立
麟
書
館
蔵
）
。

⑥
　
尤
も
民
俗
学
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
禅
宗
寺
院
も
日
待
の
祈
講
を
行
っ
て
い

　
る
（
『
頓
原
町
誌
民
俗
・
文
化
』
頓
原
町
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
九
頁
）
。

⑦
前
掲
第
二
章
注
⑰
有
元
著
書
二
七
八
頁
、
二
九
四
頁
。
ま
た
、
澤
博
勝
門
真
宗

　
地
帯
村
落
部
に
お
け
る
社
会
と
宗
教
」
（
同
『
近
世
宗
教
社
会
論
㎏
吉
川
弘
文
館
、

　
二
〇
〇
八
年
）
で
は
、
真
宗
優
勢
地
帯
で
あ
る
越
前
北
部
に
お
い
て
は
専
業
の
神

　
職
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
罫
紙
不
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ

　
る
紛
争
に
地
域
的
な
偏
差
が
見
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
宗
教
者
の
数

　
的
構
成
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑧
こ
れ
が
出
雲
国
全
体
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宗
教
施
設
と

　
宗
教
者
身
分
か
ら
み
た
近
世
出
雲
の
特
徴
－
松
江
市
域
を
中
心
に
一
」
（
『
松

　
江
市
歴
史
叢
轡
4
　
松
江
市
史
研
究
2
㎞
（
松
江
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）

　
を
参
照
。
な
お
、
引
野
亨
輔
は
真
宗
優
勢
地
帯
の
方
が
難
業
神
職
が
成
立
し
や
す

　
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
真
宗
優
勢
地
帯
間
で
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う

　
（
「
近
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
神
社
祭
祀
と
神
職
・
僧
侶
扁
『
佛
教
史
学
研

　
究
』
四
七
・
一
、
二
〇
〇
四
年
）
。

⑨
前
掲
第
二
章
節
⑰
有
元
著
書
二
九
〇
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
初
頭
段
階
で
も
奥
飯
石
の
嬉
々
で
は
、
荒
神
な
ど
の
森
神
や
小
祠
が
濃
密
に
残
存
し
信
仰
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
神
仏
に
は
、
中
世
以
来
の
祭
祀
組
織
に
よ
り
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
麗
子
、
金
比
羅
、
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

荷
な
ど
の
よ
う
に
近
世
中
期
以
降
に
祀
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
小
祠
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
真
宗
門
徒
も
加
わ
る
可
能
性
が
あ
っ

た
こ
れ
ら
の
神
仏
を
祀
る
講
が
増
え
る
一
方
、
浄
土
真
宗
の
小
薫
製
の
活
動
も
近
世
後
期
に
は
活
発
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
講

に
は
種
々
の
宗
教
者
が
関
わ
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
小
寄
講
に
即
し
て
言
え
ば
、
真
宗
教
団
の
中
で
も
、
寺
院
の
住
職
で
な
い
弟
子
僧

や
旅
僧
も
関
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
態
を
教
団
と
し
て
放
製
す
れ
ば
、
異
端
的
な
傾
向
を
帯
び
る
真
宗
の
信
仰
が
広
ま
っ
た
り
、
真
宗
門
徒
が
神
職
・
修

験
者
や
他
宗
派
の
僧
侶
が
関
わ
る
講
に
多
く
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
真
宗
僧
侶
た
ち
の
間
で
は
、
寺
院
の
近
隣
地
域
に

住
む
門
徒
た
ち
を
野
寄
旦
那
と
し
た
上
で
、
小
寄
講
に
お
け
る
法
談
を
通
じ
て
正
統
な
教
義
を
伝
え
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。



近世真宗における神祇不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開（小林）

　
一
方
、
領
主
や
村
役
人
ら
は
、
百
姓
・
町
人
ら
が
講
を
結
成
し
て
飲
食
を
共
に
す
る
こ
と
や
、
俗
家
に
宗
教
者
を
招
い
て
信
仰
に
関
わ
る
活

動
を
行
う
こ
と
に
対
し
、
生
業
の
怠
慢
や
奢
修
化
へ
の
懸
念
な
ど
を
理
由
に
し
て
統
制
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
凶
作
時
な
ど

に
そ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
は
真
宗
僧
侶
に
よ
る
小
櫃
講
で
の
法
談
も
し
ば
し
ば
領
主
に
よ
る
統
制
の
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
真
宗
僧
侶
た
ち
は
、
小
寄
講
で
の
法
談
は
教
団
と
し
て
の
公
的
な
教
化
活
動
で
あ
る
点
で
一
般
の
講
と
は
異
な
る
こ
と
を
主
張
し
、

活
動
を
制
度
的
領
域
に
位
置
づ
け
領
主
に
よ
る
公
認
を
図
ろ
う
と
し
た
。
寺
檀
関
係
を
通
じ
て
で
は
な
い
、
し
か
も
俗
家
で
の
宗
教
活
動
は
、

ほ
ん
ら
い
領
主
か
ら
は
曖
昧
な
位
置
づ
け
し
か
さ
れ
ず
、
黙
認
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
領
主
に
よ
り
そ
の
統
制
が
図
ら
れ
よ
う

と
す
る
と
、
真
宗
教
団
と
し
て
は
活
動
の
正
当
化
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
在
家
門
徒
の
信
仰
の
問
題
が
宗
派
の
教
え
の

核
心
的
位
置
を
占
め
る
真
宗
に
特
徴
的
な
事
態
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
真
宗
に
お
け
る
神
祇
不
帰
依
の
宗
風
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
前
半
か
ら
門
徒
に
対
す
る
教
導
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
八
世
紀
半
ば
以
降
に
一
般
化
し
て
い
く
こ
と
を
本
稿
で
は
実
証
し
た
。
こ
の
宗
風
の
徹
底
は
、
す
で
に
述
べ
た
状
況
に
照
ら
せ
ば
、
真
宗
門

徒
を
真
宗
僧
侶
以
外
の
宗
教
者
の
影
響
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
逆
に
言
え
ば
、
宗
風
の
徹
底
は
門
徒
に
対
す
る
僧
侶
の
影
響

力
を
強
め
る
こ
と
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
小
学
講
に
お
け
る
法
談
を
制
度
的
な
領
域
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
こ

と
は
、
宗
風
を
幕
藩
法
（
手
法
）
に
裏
付
け
ら
れ
た
教
団
の
法
（
寺
法
）
と
し
て
門
徒
に
遵
守
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
を
、
真
宗
僧
侶
た
ち
の

間
に
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
領
主
側
が
こ
う
し
た
論
理
を
認
め
る
こ
と
は
な
く
、
か
え
っ
て
真
宗
僧
侶
の
こ
の
よ
う

な
志
向
は
他
の
宗
教
者
と
の
問
に
軋
礫
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
専
業
の
神
職
が
一
般
的
に
成
立
し
多
数
の
神
々
の
祭
祀
に
関
わ
っ
て
い
た
奥
飯
石
の
よ
う
な
地
域
で

は
特
に
、
民
衆
の
信
仰
の
獲
得
を
め
ぐ
る
真
宗
僧
侶
と
神
職
と
の
対
立
が
深
ま
り
、
し
ば
し
ば
争
論
に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
う
し
た
争
論
の
繰
り
返
し
は
、
奥
飯
石
の
真
宗
僧
侶
た
ち
が
方
針
の
共
有
を
図
る
必
要
を
も
た
ら
し
、
実
際
に
宗
風
取
締
り
掛
を
設
け
る
な

ど
し
て
さ
ら
に
宗
風
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
宗
教
者
間
の
対
立
の
問
題
と
し
て
、
神
毒
魚
帰
依
の
宗
風
を
め
ぐ
る
争
論
の
構
図
が
捉
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
児
玉
識
が
批
判

し
た
「
縄
張
り
争
い
」
的
な
理
解
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
、
児
玉
の
よ
う
に
小
百
姓
が
主
体
と
な
っ
た
運
動
と
し
て

「
神
祇
不
拝
」
が
あ
っ
た
と
す
る
理
解
は
成
り
立
ち
が
た
い
。
し
か
し
～
方
で
、
児
玉
が
注
目
し
た
小
寄
講
の
活
動
の
活
発
化
が
問
題
の
基
底

に
あ
る
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
の
検
討
を
経
て
も
踏
襲
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
者
間
の
競
合
が
発
生
す
る
背

景
に
は
、
小
寄
講
な
ど
を
基
盤
と
し
た
艮
衆
に
よ
る
独
自
の
信
仰
に
関
わ
る
活
動
の
展
開
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
点
は
領
主
に
よ
る
統
制
の
強
化
の
背
景
で
も
あ
り
、
近
世
後
期
に
お
け
る
民
俗
目
周
縁
割
織
実
態
の
編
成
替
え
と
い
う
安
丸
良

夫
に
よ
る
問
題
の
捉
え
方
の
有
効
性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
　
方
で
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た

領
主
に
よ
る
統
制
の
強
化
に
は
、
民
俗
を
場
と
し
た
宗
教
者
間
の
対
立
の
紛
争
化
と
い
う
矛
盾
を
伴
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、

神
職
に
よ
る
穴
見
村
の
百
姓
に
対
す
る
神
事
の
強
行
を
受
け
て
広
瀬
藩
は
、
真
宗
門
徒
た
ち
の
活
動
を
抑
制
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
神
職
の
行
動

を
認
め
よ
う
と
し
た
が
、
お
そ
ら
く
寺
法
尊
重
の
観
点
か
ら
幕
府
に
対
処
方
針
に
つ
い
て
照
会
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幕
府
は
百

姓
た
ち
の
「
帰
依
次
第
」
と
し
、
対
立
す
る
宗
教
勢
力
の
ど
ち
ら
か
に
肩
入
れ
す
る
よ
う
な
措
置
は
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
が
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
領
主
が
民
俗
を
支
配
秩
序
に
沿
う
よ
う
に
編
成
替
え
を
図
ろ
う
と
し
て
も
、

幕
府
公
認
の
教
団
の
意
向
を
顧
慮
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
宗
教
的
な
紛
争
へ
の
不
介
入
と
い
う
原
則
の
制
約
も
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
中
で
の
民
衆
の
宗
教
的
活
動
へ
の
統
制
は
、
当
事
者
ど
う
し
の
解
決
に
任
さ
れ
て
い
た
宗
教
者
間
の
競

合
状
態
に
領
主
権
力
が
介
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
が
中
国
地
方
西
部
の
真
宗
優
勢
地
帯
で
は
、
真
宗
僧
侶
と
神
職
と
の
対
立

の
紛
争
化
と
い
う
現
象
と
し
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
的
環
境
が
異
な
る
地
域
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
の
現
象
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
違
っ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
検
討
の
一
般
化
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
池
田
利
彦
「
「
小
祠
扁
信
仰
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近世真宗における神舐不帰依の宗風をめぐる争論の構造と展開（小林）

タ
ン
の
問
題
化
も
こ
う
し
た
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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　　　　Structure　and　Development　of　the　Dispute　over　the

J6do　Shinshtt’s　Tradition　of　“No　Reverence　for　Other　Gods”

　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Early　Modern　Japan

by

KoBAYASHI　Junji

　　Frorn　the　mid　18th　century　onward，　in　the　areas　of　」6do　Shinsha

dominance，　where　True　Pure　Land　sect　temples　outnumbered　those　of　other

sects，　in　the　San’in　regioR，　it　was　popuiar　for　the　ShinshU　monto一　（adherents）

to　form　local　organizations　of　the　faithful　known　as　kの，oriんσthat　were

active　in　inviting　Shinsha　monks　to　preach　to　them．　At　the　about　the　same

time，　Shinsha　monks　were　preaching　to　the　faithful　to　observe　the　sect’s

tradition　of“no　reverence　for　other　gods”（神祇不帰依），　i．e．　the　doctrine　of

n’盾煤@praying　to　native　gods　or　Buddhlst　deities　other　than　Amida　for　benefit

in　this　world　or　salvation　in　the　next，　but　there　often　arose　disputes　with

Shinto　pr1ests　over　the　sect’s　tradition．　Then，　through　the　repetition　of

disputes，　the　Shinsha　monl〈s　devised　in　some　localities　an　even　more

thoroughgoing　implementation　of　the　tradition．

　　Likewise，　from　the　latter　half　of　the　18th　century　onward，　feudal　lords　and

village　offic2a｝s　attempted　to　control　the　re｝igious　activities　of　the　people

who　were　becoming　iRcreasingly　active，　but　this　intervention　into　the

popular　sphere　brought　to　the　surface　disputes　between　competing　re｝igious

figures　in　their　efforts　to　gain　adherents，　and　instead　became　a　source　of

further　discord．　The　frequency　of　such　djsputes　engendered　in　these

religious　figures　an　interest　in　devising　of　a　systematic　public　recognition　of

re｝igious　activities　by　feudal　lords　who　had　Rot　previously　recognized　them，

and　this　tendency　became　linked　as　a　result　to　trlggering　disputes　between

religious　figures　over　public　recognition　of　their　activities．

　　Particularly　in　areas　of　Shinshtt　dominance　in　the　provinces　of　lzumo　and

Iwami　where　priests　who　served　shrines　on　a　fuil－time　basis　were　generally

involved　in　conducting　rituals　for　many　local　shrines　and　sacred　trees　and　to

purify　household　ovens，　it　was　easy　for　the　discord　between　religious　figures

to　manifest　itself　in　forrn　of　disputes　between　Buddhist　monks　and　Shinto
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priests　over　the　ShinshG　tradition　of　not　reveriRg　other　gods．

　　　Rural　Society　in　GuangdoRg　during　the　Early　1920s：　Chen

Jiongming’s　Local　Autonomy　Policy　in　Terms　of　Lineage　Groups

by

MIYAUCHI　Hajime

　　In　this　paper，　the　author　aRalyses　the　infiuence　of　the　local　autonomy

policies　of　Chen　Jiongming（陳悪評），　who　was　the　governor　of　Guangdong

province　in　the　Second　Guangdong　Military　Government（第二次広東軍政

府），on　rural　society　and　dlscusses　the　structure　of　rural　society　in

GuaRgdong　during　the　ear！y　192es．

　　Research　on　this　period　has　mostly　focused　on　the　opposing　political

opinions　of　Chen　and　Sun　Yatsen（孫中山），　known　as　the　Father　of　the

Nation（国父），　specifically，　the　fact　that　Chen　gave　priority　to　unifying

Guangdong　proviRce　over　national　ttnification，　while　Sun　gave　priority　to

national　unification　itselL　However，　the　author　avoids　these　broader　issues

and　tries　to　reveal　the　actual　conditioRs　in　Guangdong　rural　society　at　that

time　by　analysing　the　iRfluence　of　Chen’s　local　autonomy　policies　on　rural

society　and　the　iineage　groups（宗族）there．

　　In　section　one，　the　author　outlines　Cken’s　local　autonomy　policies　and

shows　that　under　his　influence，　people　initiated　new　autonomouS

organizations　with　the　aim　of　preparing　and　advaRcing　1ocal　autonomy．

InterestingiY，　the　local　elites，　who　had　been　concerned　with　local　autonomy

from　the　late　Qlng　period，　were　deeply　1nvolved　in　thejr　establlshment．　ln

this　sense，　the　development　of　local　autonomy　in　1920s　was　an　extension　of

the　treRd　toward　autonomy　begun　in　the　late　Qing．　Moreover，　dominant

lineage　groups　had　an　impact　on　the　election　of　the　county　governor（県長）

and　co囎ty　assemb至ymen（県議会議員），　who　played　essential　roles　ln　Iocal

autonomy，　through　thelr　participation　in　election　campaigns．　As　a　res戯of

an　electoral　system　in　which　the　views　of　the　provincial　governor　held　great

weight，　a　man　who　had　contrlbuted　to　the　Xinhai（辛亥）Revolution　was

elected　on　the　basis　of　the　governor’s　advocacy．　Nevertheless，　more

（　611　）


